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電気電子・回路設計
建築設計・施工
生産管理・物流管理
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92.9%92.9% 98.6%98.6%

実践的な内容ですぐに業務に応用できそう
な例もあると感じました。受講してよかっ
たです。
会社で使用している設備のメンテナンス時
にとても役に立ちそうです！
自社では講習の内容のものを外注に委託し
ていたが、外注依頼が減少した。
自分の経験のみで指導したり製造したりし
ていたが、具体的に的確に指導できる。
電力設備の知識が深まったので、
講習前より安全に作業できる。

・

・

・

・

・

設備の故障で多いものが制御盤内の故障で
あるが、自分たちで解決できそうである。
工程表、リスクアセスメントなどの知識が
深まった。
これまでよりも効率よくＣＡＤを操作でき
る知識を得たと思うので、現場で実践して
いきたい。
整理、整頓を業務のひとつとしてとらえて
考えるようになった。５Ｓによる業務の向

上につながると感じた。
この研修で設備改善に有効な成
果が期待できる。

・

・

・

・

・
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ポリテクセンター兵庫　　　　　
機械

〈機械技術者のための〉金属材料の理論と実際
機械設計のための総合力学
２次元 CAD による機械製図技術
設計に活かす３次元 CAD ソリッドモデリング技術 27
設計に活かす３次元 CAD アセンブリ技術
３次元ツールを活用した機械設計実習（CAE 編）
精密測定技術（長さ測定編）
治具設計の勘どころ 28

〈製造技術者のための〉油圧実践技術
空気圧実践技術
旋盤加工技術
フライス盤加工技術 29
切削加工の理論と実際
金属材料の加工特性と切削加工現場の生産性（JIS 材料選定）
NC 旋盤プログラミング技術
マシニングセンタプログラミング技術（輪郭加工編） 30
鉄鋼材料の熱処理技術
実践的配管設計技術
配管技術者のための実践的伝熱計算技術 31

 目　次 
お申し込みから受講までの流れ　………………………… 5
Q&A よくあるご質問　 …………………………………… 6
月別コース一覧表
　　兵　庫　………………………………………………… 7
　　加古川　………………………………………………… 11
　　港湾短大　……………………………………………… 13
オーダーセミナーのご案内　……………………………… 14
セミナー受講マップ　……………………………………… 17

溶接
被覆アーク溶接技能クリニック（理論と実践編）
被覆アーク溶接技能クリニック（各種姿勢編）
半自動アーク溶接技能クリニック（理論と実践編）
半自動アーク溶接技能クリニック（各種姿勢編） 32
ステンレス鋼の TIG 溶接技能クリニック（板材編）
ステンレス鋼の TIG 溶接技能クリニック（薄肉固定管編）
アルミニウム合金の TIG 溶接技能クリニック
国際規格 ISO9606 に沿った溶接技術 33
超音波探傷技術による欠陥評価
超音波探傷技術の応用 34

管理
生産現場に活かす品質管理技法
新 QC7 つ道具活用による製造現場における品質改善・品質保証
設計・開発段階における FMEA ／ FTA の活用法
生産現場における現場改善技法 45
ヒューマンエラー防止実践手法
仕事と人を動かす現場監督者の育成
５Ｓによるムダ取り・改善の進め方
製造業におけるコストダウン実践法 46
生産活動における課題解決の進め方
なぜなぜ分析による真の要因追求と現場改善
生産性向上を目指した生産管理手法
生産改善を成功させる技術報告書の作成 47

電子・電気
トランジスタ回路の設計・評価技術
センサ回路の設計技術
組込みシステム開発におけるプログラミング実践（A/D 変換・通信編）
有接点シーケンス制御の実践技術 35
シーケンス制御による電動機制御技術
実践的 PLC 制御技術
実践的 PLC 制御技術（データ処理命令編）
PLC によるタッチパネル活用技術 36
PLC による位置決め制御技術
オープンフィールドネットワーク構築技術（CC-Link 編）
電気系保全実践技術
有接点シーケンス制御の機器選定 37
電気設備のための計測技術
電動機のインバータ活用技術
高圧電気設備の保守点検技術〈保安検査〉
高圧電気設備の保守点検技術〈停電・投入操作〉 38
光伝送路構築技術〈伝送路技術・クロージャ編〉
LAN 構築施工・評価技術
自動火災報知設備工事の施工・保守技術 39

建築
（建築系セミナーの体系について） 40
鉄骨構造物における構造計算技術
質点系モデルの振動解析技術
RC 造建築物の耐震診断と補強技術
木造住宅における結露防止を考慮した断熱・気密設計法 41
実践建築設計２次元 CAD 技術〈木造編〉
実践建築設計２次元 CAD 技術〈RC 造編〉
BIM を用いた建築設計技術
BIM を用いた建築設計技術〈モデリング編〉 42
BIM オブジェクト作成と効率的な活用実践技術〈ファミリ編〉
壁装施工の実践技術
内装材の部分リペア実践技術
継手・仕口の製作実践技術 43
建設業の安全衛生管理 44
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ポリテクセンター加古川　　　　
機械
２次元 CAD による機械製図技術
旋盤加工技術
NC 旋盤プログラミング技術
マシニングセンタプログラミング技術 51
設計に活かす３次元 CAD ソリッドモデリング技術
設計に活かす３次元 CAD アセンブリ技術
空気圧機器の保全管理とトラブル対策
構造強度設計のための材料力学 52

港湾短大神戸校　　　　　　　　
電子・電気
製造現場における LAN 活用技術（サーバ編）
有接点シーケンス制御の実践技術 65

溶接
被覆アーク溶接技能クリニック
半自動アーク溶接技能クリニック
TIG 溶接技能クリニック
設計・施工管理に活かす溶接技術 53
プレスブレーキによる曲げ加工実践 54

管理
なぜなぜ分析による真の要因追求と現場改善
生産現場における現場改善技法
生産性向上を目指した生産管理手法
生産現場に活かす品質管理技法 58
生産プロセス改善のための統計解析
製造現場におけるヒューマンエラー対策と実践的技法
現場の安全確保（5S）と生産性向上 59

管理
製造業におけるデータベース活用技術
実践貿易実務
実践貿易実務（書類作成編）
物流 ABC（活動基準原価計算）による倉庫管理 66
港湾荷役技能者・技術者のための安全衛生
港湾運送業におけるドローンを活用した安全衛生管理
技能伝承のための部下・後輩指導育成 67

電子・電気
有接点シーケンス制御の実践技術
制御盤設計・製作技術
一般用電気工作物の施工技術（施工編）
自家用電気工作物の高圧機器技術 55

建築
冷媒配管の加工・接合技術
トラブル事例から学ぶ各種管の加工・接合技術（異種管接合編）
実践建築設計 2 次元 CAD 技術 Jw_cad 編〉
実践建築設計 2 次元 CAD 技術〈AutoCAD 編〉 56
BIM を用いた建築設計技術〈Revit 編〉
実践建築設計３次元 CAD 技術〈プレゼンテーション〉
コンクリート型枠施工の実践技術
BIM を用いた建築設計技術〈Archicad 編〉 57

在職者訓練受講申込書　………………………………… 68
生産性センター
　　生産性向上支援訓練のご案内　…………………… 70
　　ミドルシニアコースのご案内　…………………… 71
　　DX 対応コースのご案内　 ………………………… 72
　　オープンコース　…………………………………… 73
　　生産性向上支援訓練受講申込書　………………… 77
　　サブスクリプション型生産性向上支援訓練のご案内　… 78
ポリテクセンターの人材紹介サービス　……………… 81
事業主推薦制度のご案内　……………………………… 83
施設利用のご案内　……………………………………… 87
関係機関資格等一覧　…………………………………… 88
職業訓練支援制度のご案内　…………………………… 89
３施設連絡先　………………………………………… 裏表紙
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※生産性向上支援訓練についてはP76をご覧ください。

E-MailまたはFAXでお申し込み
各実施施設のホームページから「在職者訓練受講申込書）」をダウンロードし、必要事項をご明記の上、各実施
施設のE-Mailアドレスにお送りください。また、本誌P68ページの「在職者訓練受講申込書」に記入し、各実施
施設にFAXでも申込いただけます。受講したいコースの空き状況については各実施施設にお問合せください。
受付につきましては、E-Mail、電話等でご返信いたします。
定員を超える場合は「キャンセル待ち」として受付いたします。

E-Mail    hyogo-poly03＠jeed.go.jp

E-Mail    kakogawa-poly03@jeed.go.jp

E-Mail    kobe-college03@jeed.go.jp
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※生産性向上支援訓練についてはP76をご覧ください。

E-MailまたはFAXでお申し込み
各実施施設のホームページから「在職者訓練受講申込書）」をダウンロードし、必要事項をご明記の上、各実施
施設のE-Mailアドレスにお送りください。また、本誌P68ページの「在職者訓練受講申込書」に記入し、各実施
施設にFAXでも申込いただけます。受講したいコースの空き状況については各実施施設にお問合せください。
受付につきましては、E-Mail、電話等でご返信いたします。
定員を超える場合は「キャンセル待ち」として受付いたします。

E-Mail    hyogo-poly03＠jeed.go.jp

E-Mail    kakogawa-poly03@jeed.go.jp

E-Mail    kobe-college03@jeed.go.jp

6

駐車場（ポリテクセンター兵庫のみ受講票ととも
に送付する駐車許可証が必要です。）はございます。
食堂はございませんので、各自でご準備ください。
宿泊施設もございませんので、必要な方は各自で
ご予約をお願いします。
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コ　　ー　　ス　　名 ページ 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

機
　
械

機械の設計・開発を学びたい
〈機械技術者のための〉金属材料の理論と実際 27 30,31

機械設計のための総合力学 27 14,15,16,17

日程追加  ２次元 CAD による機械製図技術 27 2,3,4 12,13,14

設計に活かす３次元 CAD ソリッドモデリング技術 27 26,27,28,29

設計に活かす３次元 CAD アセンブリ技術 28 19,20,21

３次元ツールを活用した機械設計実習（CAE 編） 28 11,12,13

精密測定技術（長さ測定編） 28 24,25 13,14

治具設計の勘どころ 28 13,14

実践的配管設計技術 31 26,27

配管技術者のための実践的伝熱計算技術 31 8,9

機械加工・組立を学びたい
旋盤加工技術 29 5,6,7,8 10,11,12,13

フライス盤加工技術 29 1,2,3,4

切削加工の理論と実際 30 11,12,13

金属材料の加工特性と切削加工現場の生産性（JIS 材料選定） 30 12,13

NC 旋盤プログラミング技術 30 20,21,22,23,24

マシニングセンタプログラミング技術（輪郭加工編）30 3,4,5,6,7

鉄鋼材料の熱処理技術 31 27,28,29

油空圧制御を学びたい
〈製造技術者のための〉油圧実践技術 29 16,17,18

空気圧実践技術 29 1,2,3 5,6,7

溶
　
接

溶接加工・製缶加工を学びたい
被覆アーク溶接技能クリニック（理論と実践編） 32 7,14 11,18 8,15

被覆アーク溶接技能クリニック（各種姿勢編） 32 20,27 9,16 2,8
15,23

半自動アーク溶接技能クリニック（理論と実践編）32 17,18 9,10

半自動アーク溶接技能クリニック（各種姿勢編） 32 5,6
19,20 13,14 6,7

ステンレス鋼の TIG 溶接技能クリニック（板材編） 33 14,15
30,12/1

16,17
30,31 13,14

ステンレス鋼の TIG 溶接技能クリニック（薄肉固定管編）33 11,12,13 17,18,19

アルミニウム合金の TIG 溶接技能クリニック 33 20,21

国際規格 ISO9606 に沿った溶接技術 33 29,30,31

非破壊検査を学びたい
超音波探傷技術による欠陥評価 34 16,17

超音波探傷技術の応用 34 18,19,20,21

月別コース一覧表

ポリテクセンター兵庫
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ポリテクセンター兵庫　利用者の声

Ｑ1．利用したきっかけを教えてください。
Ａ．　ポリテクセンター兵庫の離職者訓練の修了生を採用したこと
がきっかけで様々な「お付き合い」をさせていただいておりま
す。それ以来、現場の技術力向上のため、ポリテクセンター兵
庫の在職者訓練を従業員に受講させています。また、営業力や
開発力向上のために、設計や営業の担当者にも溶接や油圧の在
職者訓練を受講させております。現在、受講の成果が表れてい
ることを感じています。

Ｑ1．感想を教えてください。
Ａ．　入社後も溶接技術のスキルアップのためにポリテクセンター
兵庫の溶接関連の在職者訓練を受講してきました。普段からス
キルアップに努めている溶接に関する技術と知識をセミナーで
習得することで作業の更なる工夫や生産性向上に繋がっている
と感じています。また、ポリテクセンター兵庫の溶接内部欠陥
検出に必要なX線装置などを活用させていただくことで、全国溶
接技術競技会に向けた練習で感じた技術的問題も早期に解決す
ることができました。私は現在、班長に抜擢され、後進の教育
も任されています。今後もOJTと在職者訓練受講を通して弊社
の人材育成を推進していきます。Ｑ2．在職者訓練に期待することを教えてください。

Ａ．　社員の人材育成については、各現場のOJTも重要ですが、
しっかり正確な理論と技術を教える必要があるものについて
は、技能・技術に精通した先生から学び、先進的な機器が使用
できる在職者訓練が有効と考えています。これからも中小企業
の社員の人材育成のためのコース提供、課題解決のための相
談・支援等の援助を期待しております

株式会社タニキカン
所在地 兵庫県西宮市鳴尾浜２丁目23番地
事業内容 配管・製缶製作、工場設備製作・据付・保守

～「人への投資」を惜しまず、在職者訓練を活用した社員教育の推進に取組んでいきます～

事業主の声 受講者の声

利用訓練コース 国際規格ISO９６０６に沿った溶接技術
＜製造技術者のための＞油圧実践技術

実施時期 令和５年８月、令和６年２月

月別コース一覧表

ポリテクセンター兵庫
コ　　ー　　ス　　名 ページ 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

電
　
子

回路設計を学びたい
トランジスタ回路の設計・評価技術 35 15,16

センサ回路の設計技術 35 8,9

マイコン制御設計を学びたい
組込みシステム開発におけるプログラミング実践（A/D 変換・通信編） 35 1,2,3

シーケンス制御を学びたい
有接点シーケンス制御の実践技術 35 1,2,3 6,7,8 3,4,5 7,8,9 4,5,6

シーケンス制御による電動機制御技術 36 12,13,14 15,16,17

実践的 PLC 制御技術 36 8,9 16,17 17,18 18,19

実践的 PLC 制御技術（データ処理命令編） 36 16,17

PLC によるタッチパネル活用技術 36 15,16

PLC による位置決め制御技術 37 12,13

オープンフィールドネットワーク構築技術（CC-Link 編）37 29,30

電動機のインバータ活用技術 38 4,5

有接点シーケンス制御の機器選定 37 10,11
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ポリテクセンター兵庫　利用者の声

Ｑ1．利用したきっかけを教えてください。
Ａ．　当社は、2022年11月１日に新本社（神戸市西区）にて正式
に操業開始いたしました。従来から国内で実施していたボール
ねじやリニアガイド、短軸ロボットの二次加工生産能力を２倍
に増強する目標を立て、生産ラインの改善に取組む必要があり
ました。

　　　今年度から改善の取組みに着手する必要があることから、ポ
リテクセンター兵庫に改善方法やそれを習得するために必要な
人材育成に関する相談をしたところ、代表的な生産ラインの改
善に必要な技術であるカラクリ機構及び動力技術を習得できる
在職者訓練を計画していただき、受講しました。

Ｑ1．感想を教えてください。
Ａ．　在職者訓練の担当講師が、カラクリ手段の模型等を持参して
くれましたので、図解や資料ではわからない動きを的確に理解
することができました。

　　　また、事前の在職者訓練の実施に向けた企画検討段階でポリ
テクセンター兵庫の講師とスタッフに製造現場を見ていただ
き、即効性のある改善例を在職者訓練カリキュラムに盛り込ん
でくれたので、受講後、すぐに改善活動に取り組めました。

Ｑ2．感想及び受講者や職場の変化があれば教えてください。
Ａ．　現場では、今回の在職者訓練で学んだことをきっかけに改善
活動を進める機運が醸成されました。

　　今後も改善活動を進め、親会社のトップには、製造工程が効率
的かつ安価で品質向上と安全性の維持を実現できた改善事例を
報告できればと思っています。

ハイウィン株式会社
所在地 神戸市西区井吹台東町７－４－４
事業内容 直動・メカトロ機器メーカー

～新工場立ち上げのため、現場の改善ができるエンジニアの育成が急務です～

事業主の声 受講者の声

利用訓練コース 生産現場におけるからくり現場改善技法
実施時期 令和６年６月

ボールねじ 産業用ロボット

リニアガイド ロ―タリーテーブル

コ　　ー　　ス　　名 ページ 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

電
　
気

電気設備保全の知識・技術を学びたい
電気系保全実践技術 37 26,27,28

高圧電気設備の保守点検技術〈保安検査〉 38 21,22,23

高圧電気設備の保守点検技術〈停電・投入操作〉 38 19,20

電気設備のための計測技術 38 16,17 29,30

通信・防災設備保全を学びたい
光伝送路構築技術〈伝送路技術・クロージャ編〉 39 6,7

LAN 構築施工・評価技術 39 8,9

自動火災報知設備工事の施工・保守技術 39 26,27

月別コース一覧表

ポリテクセンター兵庫
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月別コース一覧表

ポリテクセンター兵庫
コ　　ー　　ス　　名 ページ 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

建
　
築

建築の構造計算を学びたい
鉄骨構造物における構造計算技術 41 18,25

質点系モデルの振動解析技術 41 19,26

RC 造建築物の耐震診断と補強技術 41 23,24

品質確保について学びたい
木造住宅における結露防止を考慮した断熱・気密設計法 41 8,15

図面作成技術を学びたい
実践建築設計２次元 CAD 技術〈木造編〉 42 22,23

実践建築設計２次元 CAD 技術〈RC 造編〉 42 19,26

BIM を用いた建築設計技術 42 9,10

BIM を用いた建築設計技術〈モデリング編〉 42 25,26

BIM オブジェクト作成と効率的な活用実践技術 43 5,6 15,16

工事・施工管理の実務を学びたい
建設業の安全衛生管理 44 7,8,9

継手・仕口の製作実践技術 43 25,26,2/1,2

壁装施工の実践技術 43 23,24,30

内装材の部分リペア実践技術 43 14,15,21

管
　
理

工事保全・管理を学びたい
生産現場に活かす品質管理技法 45 19,20 19,20

新 QC７つ道具活用による製造現場における品質改善・品質保証 45 19,20

設計・開発段階における FMEA ／ FTA の活用法 45 21,22

生産現場における現場改善技法 45 12,13

製造業におけるコストダウン実践法 46 10,11 14,15

生産活動における課題解決の進め方 47 21,22

なぜなぜ分析による真の要因追求と現場改善 47 18,19

生産性向上を目指した生産管理手法 47 5,6

生産改善を成功させる技術報告書の作成 47 6,7

教育訓練手法を学びたい
ヒューマンエラー防止実践手法 46 28,29

仕事と人を動かす現場監督者の育成 46 16,17

５S によるムダ取り・改善の進め方 46 30,31
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NC 旋盤プログラミング技術

マシニングセンタプログラミング技術
今までよく分からなかったプログラムについてしっかり学べた。
プログラミング技術が身についた。

鉄鋼材料の熱処理技術

構造強度設計のための材料力学

被覆アーク溶接技能クリニック（固定配管編）

実践建築設計２次元 CAD技術
・実際のCAD操作で手こずる所を中心に教えて頂いた。

トラブル事例から学ぶ各種管の加工・接合技術（異種管接合編）

一般用電気工作物の施工技術（技術基準編）

・現場でわからないことがあったが、理解して内容とつながった。
・会社で必要な知識だったので、今より格段に理解度が上がった。

今まで分からなかったことが今回の研修で分かったり、これからも会社で
プログラミングをするので、とても役に立った。

製品に焼き入れをする際の条件や、必要なことが理解できた。
業務で扱う検査記録にでてくる用語や検査方法を学ぶことができ、どうい
う視点で記録を見ればよいのかがわかるようになった。

今まで知ってはいるが深くは知らなかったことが、このセミナーで学んだ
知識が頭に残り、今後仕事にも役に立つと思う。
材料力学であいまいな部分が整理できた。

実際に溶接してみて、どのような時に欠陥が発生し、またその対応内容につ
いて理解できた。

経験年数が多くなると質問しにくい、基本的な所、基礎、なぜやっているの
か理解しないまま行っている作業の理由や勘所などを指導して頂いた。

ミング技術

利用者の 声
ポリテクセンター加古川

・ ・

・

・
・

・
・

・

・

コ　　ー　　ス　　名 ページ 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

機
　
械

機械の設計・開発を学びたい
２次元 CAD による機械製図技術 51 1,2,3 28,29,30

設計に活かす３次元 CAD ソリッドモデリング技術 52 22,23,24,25

設計に活かす３次元 CAD アセンブリ技術 52 3,4,5

構造強度設計のための材料力学 52 9,10,11

機械加工・組立を学びたい
旋盤加工技術 51 8,9,10 19,20,21

NC 旋盤プログラミング技術 51 10,11,12,13

マシニングセンタプログラミング技術 51 19,20,21,22

油空圧制御を学びたい
空気圧機器の保全管理とトラブル対策 52 7,8

溶
　
接

溶接加工・製缶加工を学びたい
被覆アーク溶接技能クリニック 53 7,8

半自動アーク溶接技能クリニック 53 26,27 13,14

TIG 溶接技能クリニック 53 9,10 9,10 3,4

設計・施工管理に活かす溶接技術 53 22,24,29,31

プレスブレーキによる曲げ加工実践 54 14,15

電
気 

・ 

電
子

シーケンス制御を学びたい
有接点シーケンス制御の実践技術 55 26,27 3,4

電気工事における施工管理の知識・技術を学びたい
一般用電気工作物の施工技術（施工編） 55 21,22,25,26

23,24,30,12/1

電気設備保全の知識・技術を学びたい
制御盤設計・製作技術 55 19,20,21,22 11,12,13,14

自家用電気工作物の高圧機器技術 55 12,13

月別コース一覧表

ポリテクセンター加古川
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NC 旋盤プログラミング技術

マシニングセンタプログラミング技術
今までよく分からなかったプログラムについてしっかり学べた。
プログラミング技術が身についた。

鉄鋼材料の熱処理技術

構造強度設計のための材料力学

被覆アーク溶接技能クリニック（固定配管編）

実践建築設計２次元 CAD技術
・実際のCAD操作で手こずる所を中心に教えて頂いた。

トラブル事例から学ぶ各種管の加工・接合技術（異種管接合編）

一般用電気工作物の施工技術（技術基準編）

・現場でわからないことがあったが、理解して内容とつながった。
・会社で必要な知識だったので、今より格段に理解度が上がった。

今まで分からなかったことが今回の研修で分かったり、これからも会社で
プログラミングをするので、とても役に立った。

製品に焼き入れをする際の条件や、必要なことが理解できた。
業務で扱う検査記録にでてくる用語や検査方法を学ぶことができ、どうい
う視点で記録を見ればよいのかがわかるようになった。

今まで知ってはいるが深くは知らなかったことが、このセミナーで学んだ
知識が頭に残り、今後仕事にも役に立つと思う。
材料力学であいまいな部分が整理できた。

実際に溶接してみて、どのような時に欠陥が発生し、またその対応内容につ
いて理解できた。

経験年数が多くなると質問しにくい、基本的な所、基礎、なぜやっているの
か理解しないまま行っている作業の理由や勘所などを指導して頂いた。

ミング技術

利用者の 声
ポリテクセンター加古川

・ ・

・

・
・

・
・

・

・

月別コース一覧表

ポリテクセンター加古川

・本だけでは分からないところを理解できた。

・今後、設備のメンテナンスや自動化等に仕様検討ができる。
・ラダー図の見方が判りやすくなった。 生産管理現場に活かす品質管理技法

・異業種の方の意見を聞くことができた。

一般用電気工作物の施工技術（電気理論編）

有接点シーケンス制御の実践技術

PLC プログラミング技術（ラダー編）

制御盤製作技術（配電盤・制御盤組み立て作業編）

生産性向上を目指した生産管理手法
・今までの経験、業務で得たり知った業務について理解を深める事ができた。
・生産管理の手法、概念が学べた。
・自分とは異なる意見、考え方を聞くことができ様々な気付きがあった。
・セミナーを受けるまで知らない内容であった。またムダが見えるようになった。

仕事と人を動かす現場監督者の育成
・話し方一つや、聞き方一つで相手の気持ちを左右させることがわかった。
・コミュニケーションのやり方が分かった。
・自分のポジション、どういう動きをしたらいいのか明確になった。

の施工技術（電

利用者の 声

具体的な理由もわからず、結線していたところや機器の構造の内容がわ  
かった。
今までの経験を理論的に理解することができた。
今まで独学だったので不明点があったが解決した。　　

・

・
・

ダクト内に電線をおさめる時の寸法の測り方がわかりやすかった。
配線の整理方法（結束バンド）やキレイな配線の見せ方は知らなかったので
勉強になった。（配線場所による電線径の太さの指定など）

・
・

ポリテクセンター加古川

コ　　ー　　ス　　名 ページ 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

建
　
築

施工管理の実務を学びたい
冷媒配管の加工・接合技術 56 9,10

トラブル事例から学ぶ各種管の加工・接合技術（異種管接合編） 56 7,8,9

図面作成技術を学びたい
実践建築設計 2 次元 CAD 技術〈Jw_cad 編〉 56 7,8

実践建築設計 2 次元 CAD 技術〈AutoCAD 編〉 56 23,24

BIM を用いた建築設計技術〈Revit 編〉 57 1,2

BIM を用いた建築設計技術〈Archicad 編〉 57 15,16

実践建築設計３次元 CAD 技術〈プレゼンテーション〉 57 16,17

コンクリート型枠施工の実践技術 57 11,12,13

管
　
理

工場保全・管理を学びたい
なぜなぜ分析による真の要因追求と現場改善 58 5,6,7

生産現場における現場改善技法 58 12,13,14

生産性向上を目指した生産管理手法 58 11,12,13

生産現場に活かす品質管理技法 58 26,27

生産プロセス改善のための統計解析 59 28,29

教育訓練手法を学びたい
製造現場におけるヒューマンエラー対策と実践的技法 59 24,25

現場の安全確保（5S）と生産性向上 59 3,4
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利用者の 声

在庫管理システムの管理精度維持と進め方  
・ 在庫についての知識や「ロジスティクスとは何か」の知識が深まりました。
（受講者様）
・ 担当業務以外の改善方法等を学ぶことができました。（受講者様）  

港湾荷役技能者・技術者のための安全衛生  
・ これまでも問題を解決してきましたが、新しく学んだ技能・技術で時間短縮
できます。（受講者様）
・ 特定要因図やリスクアセスメントの基本手法を学ぶこどができスキルアップ
となりました。（受講者様）    

製造現場におけるＬＡＮ活用技術（サーバ編）
・ なんとなくで理解していた知識をしっかりと教えていただいたので理解が
深まりました。（受講者様）
・ 知識を習得する機会を得られ、教育不足となりうる項目を学ぶことができま

した。（事業主様）
・ LANに関するトラブルが起きた場合の対応者を専任することができました。
（事業主様）

実践貿易実務  
・ 貿易の全体的な流れを理解することができ、仕事の実務とのつながりを把握
することができました。（受講者様）
・ 製品の輸出入に関わることがあるので、知識が身につきました。（受講者様）
・ 少し曖昧だった部分がきちんと言語化して説明できるよう理解ができまし

た。（受講者様）
・ 知識が向上したことで、業務がスムーズになりました。（事業主様）

実践貿易実務（書類作成編）
・ 実務として必要な部分についての補足的理解が得られました。（受講者様）
・ 仕事で貿易関係の事務処理をしていますが、専門ではなかったため中途半端
な感じでやっていましたが、今回のセミナーで専門用語等理解することがで
き、大変役に立ちました。（受講者様）
・ 書類の読み方について不明な部分に関する知識を得られました。（受講者様）

港 湾 短 大 神 戸 校

エ
ク
セ
ル
に
は30
の
表
記
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

利用者の 声
港 湾 短 大 神 戸 校

有接点シーケンス制御の実践技術  
・ 保全業務を行っていますので、トラブル時や設備修繕時に役立つ知識を得る
ことができました。（受講者様）
・ 口頭や独学で学んだ事を復習・整理することが出来ました。
（受講者様）
・ 普段やっていた作業の意味を考え問題の解決策を考えられるようになりま
した。（受講者様）

月別コース一覧表

港湾短大神戸校
コ　　ー　　ス　　名 ページ 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

電
子
・
電
気

シーケンス制御を学びたい
有接点シーケンス制御の実践技術 65 19,20

通信・防災設備保全、電気測定を学びたい
製造現場における LAN 活用技術（サーバ編） 65 19,20 17,18

管
　
理

物流・貿易を学びたい
製造業におけるデータベース活用技術 66 4,5,6

実践貿易実務 66 13,14

実践貿易実務（書類作成編） 66 12,13

物流 ABC（活動基準原価計算）による倉庫管理 66 21,22

港湾荷役技能者・技術者のための安全衛生 67 10,11

港湾運送業におけるドローンを活用した安全衛生管理 67 17,18

教育訓練手法を学びたい
技能伝承のための部下・後輩指導育成 67 20,21
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利用者の 声

在庫管理システムの管理精度維持と進め方  
・ 在庫についての知識や「ロジスティクスとは何か」の知識が深まりました。
（受講者様）
・ 担当業務以外の改善方法等を学ぶことができました。（受講者様）  

港湾荷役技能者・技術者のための安全衛生  
・ これまでも問題を解決してきましたが、新しく学んだ技能・技術で時間短縮
できます。（受講者様）
・ 特定要因図やリスクアセスメントの基本手法を学ぶこどができスキルアップ
となりました。（受講者様）    

製造現場におけるＬＡＮ活用技術（サーバ編）
・ なんとなくで理解していた知識をしっかりと教えていただいたので理解が
深まりました。（受講者様）
・ 知識を習得する機会を得られ、教育不足となりうる項目を学ぶことができま

した。（事業主様）
・ LANに関するトラブルが起きた場合の対応者を専任することができました。
（事業主様）

実践貿易実務  
・ 貿易の全体的な流れを理解することができ、仕事の実務とのつながりを把握
することができました。（受講者様）
・ 製品の輸出入に関わることがあるので、知識が身につきました。（受講者様）
・ 少し曖昧だった部分がきちんと言語化して説明できるよう理解ができまし

た。（受講者様）
・ 知識が向上したことで、業務がスムーズになりました。（事業主様）

実践貿易実務（書類作成編）
・ 実務として必要な部分についての補足的理解が得られました。（受講者様）
・ 仕事で貿易関係の事務処理をしていますが、専門ではなかったため中途半端
な感じでやっていましたが、今回のセミナーで専門用語等理解することがで
き、大変役に立ちました。（受講者様）
・ 書類の読み方について不明な部分に関する知識を得られました。（受講者様）

港 湾 短 大 神 戸 校

エ
ク
セ
ル
に
は30

の
表
記
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

利用者の 声
港 湾 短 大 神 戸 校

有接点シーケンス制御の実践技術  
・ 保全業務を行っていますので、トラブル時や設備修繕時に役立つ知識を得る
ことができました。（受講者様）
・ 口頭や独学で学んだ事を復習・整理することが出来ました。
（受講者様）
・ 普段やっていた作業の意味を考え問題の解決策を考えられるようになりま
した。（受講者様）

受講案内、請求書等を送付い
たしますので、お振込をお願
いします。

貴社のニーズに合った社員教育をお手伝いします！
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御社のお困り事をご相談ください。ご要望に応じカリキュラム、日程等を検討し、ご提案します。 
（講師の日程や設備の空き状況等により実施できない場合があります。）

オーダーメイド型能力開発セミナーの対応分野例
機械系

溶接系

電気系

電子系

建築系

管理系

機械設計（CAD）及び製図、金属材料、旋盤、フライス盤 等

被覆アーク溶接、半自動アーク溶接、ＴＩＧ溶接 等

自家用電気設備、高圧電気設備、電気通信 等

電子回路技術、マイクロコンピュータ制御、シーケンス制御 等

構造計画、構造計算、建築ＣＡＤ、建築施工管理、ビル設備関連 等

品質管理、ヒューマンエラー、現場改善 等 

①電気設備管理 ②空調設備管理

③給排水設備管理 ④防災設備管理

オーダーメイドセミナー事例
ビルメンテナンス業界の企業担当者様にもご好評いただいてるコースです。

ビルメンテナンス業の設備管理部門に
おける技能・技術を習得します。

開 講 日 随時（要相談）

定　　員 10－15名

受講時間 12－18Ｈ

（項目）
低圧及び高圧の電気設備機器の
役割、各種測定 等

（項目）
各種空調方式と設備の構成、施工、
保守 等

（項目）
給排水衛生設備の構成、施工、
保守、修繕 等

（項目）
自動火災報知設備を始めとする各種
防災設備の構成、使用法、保守等

15



オーダーセミナー　利用者の声

Ｑ1．利用したきっかけを教えてください。

Ａ．　「皆が学び、教え合い、自由闊達にして愉快なる会社を皆で造る。顧客にとって必要不可欠な存在となり、ファンの多い会社と
なる。社員が一生を通じて、生活の安定と向上ができる会社となる。」の経営ビジョンを掲げ、教育による社員の技術レベル向上
を全面に押し出す方針により、令和５年からポリテクセンター兵庫にその実現に向け協力をいただいております。

　　　社員自らの技術水準はどの位置にあり、どう着実に進歩してゆくかの仕組みを構築することは社内の大きな課題の一つでした。
そのような中、ポリテクセンター兵庫に社員の技術レベルを向上させるとともに社員自身が自己の技能レベルを見える化できる
オーダーメイド型在職者訓練を企画していただきました。実際、オーダーメイド型在職者訓練を受講した結果、社員自身が自己の
技術を把握できるだけではなく、次にどのように研鑽し、成長していくべきかを考える力も備わったと思います。

Ｑ2．感想及び受講者や職場の変化があれば教えてください。

Ａ．　今までにない結果が見え始めております。これを定着させてゆくことにより、弊社の経営ビジョンに掲げている姿に向かって進
んでいると実感しております。

　　　また、受講者も冷静に自己のレベルを認識し、次の努力をしますし、従業員の力量の見える化も進みつつある雰囲気を感じてい
ます。

株式会社KMTコーポレーション
所在地 尼崎市東難波町５丁目2番17号
事業内容 プラント事業、建材事業

～従業員の技能向上と多能工化、技術レベルの自己把握を目指して、在職者訓練を活用しました～

事業主の声

Ｑ1．感想を教えてください。

Ａ．　担当講師が分かりやすく丁寧に個別指導してくれましたので、楽しく学ぶことができました。自分の技術レベルを把握し、次の
目標を自らが見つけられる力も身についたと実感しております。

受講者の声

利用訓練コース 建築系２次元CAD（実施時期：令和５年４月）
溶接施工技術（実施時期：令和５年８月）
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セミナー受講マップ
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セミナー受講マップ
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セミナー受講マップ
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セミナー受講マップ セミナー受講マップ
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セミナー受講マップ
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セミナー受講マップ

    

22



セミナー受講マップ
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材料の特性を知り、設計に活かそう
機械設計における金属材料選定の最適化をめざして、各種材料の機械的性質を把握し、適切な材料選定に関
する知識を習得することを目標とします。

（項目）
１．機械設計と要素
２．基本設計に関する知識
３．設計と材料
４．機械に用いる材料
５．設計要求と材料の機能
６．設計における材料の選定
７．設計のポイントと材料データ
８．まとめ

〈機械技術者のための〉金属材料の理論と実際
10名定　員 12,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M1012 10/30,31

※外部講師予定

筆記用具持ち物

製品設計プロセスに基づいた３次元 CAD の使い方を習得します
設計業務の効率化とこれによる製品の高付加価値化をめざして、「製品（部品）機能＝フィーチャー（形状
特徴）」と捉えた３次元 CAD の活用方法と、組立検討法および図面作成法を習得します。

（項目）
１．設計とは　　　　　　　　　　３．設定変更を考慮したモデリング
２．モデリング３ヶ条　　　　　　４．アセンブリ
　（１）重要な部分から作成　　　　５．図面作成
　（２）基準を明確に
　（３）１機能１フィーチャー

（使用機器・ソフト等）
３次元 CAD（使用ソフト：Solid Works）
※本コース受講後、『設計に活かす３次元 CAD アセンブリ技術』の受講をお勧めします。

設計に活かす３次元CADソリッドモデリング技術
10名定　員 21,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（４日間）
M1172 11/26,27,28,29

筆記用具持ち物

力学を知り、設計に活かす！
機械の力学や材料の強度設計、また機械要素設計（ねじ・軸・軸受・歯車）など詳細設計に必要な力学の全
般を習得することを目標とします。

（項目）
１．強度設計の重要性
２．機械の力学
３．材料の静的強度設計
４．機械要素設計
５．課題及びまとめ

機械設計のための総合力学
10名定　員 19,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（４日間）
M1623 1/14,15,16,17

※外部講師予定

関数電卓、筆記用具持ち物

２次元 CAD で機械図面を描きたい人へオススメ
機械製図における２次元 CAD の活用による効率化と生産性の向上をめざして、2 次元 CAD による作図方法、
CAD を使用する場合の環境の構築、効果的かつ効率的使用法について習得することを目標とします。

（項目）
１．作図機能
２．修正機能
３．その他機能と各種設定
４．実践課題
５．図面作成
６．まとめ

（使用機器・ソフト等）
２次元 CAD（使用ソフト：AutoCAD）

2次元CADによる機械製図技術
10名定　員 16,500円受講料 8:45～16:30※実施時間に

ご注意下さい。実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M1283 10/2,3,4
M1284 2/12,13,14 日程追加

筆記用具持ち物
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アセンブリ機能による製品設計を習得したい方へ
製品設計業務における変更作業の効率化をめざした、「製品（部品）機能＝フィーチャー（形状特徴）」と捉
えたモデリング機能の活用法や「機能展開＝アセンブリ」と捉えた設計機能の活用法を習得します。

（項目）
１．製品設計とは　　　　　　　　　　　　３．設計検証演習
２．アセンブリ３ヶ条　　　　　　　　　　４．構想設計実習
　（１）重要なモノから組み付ける　　　　　　（企画・検討、構想図作成、樹形図作成、等）
　（２）基準を明確に
　（３）１ユニット＝１サブアセンブリ

（使用機器・ソフト等）
３次元 CAD（使用ソフト：Solid Works）
※本コース受講の前に、『設計に活かす３次元 CAD ソリッドモデリング技術』の受講をお勧めします。
※設計変更に柔軟に対応できるアセンブリ方法で、特殊なアセンブリ方法ではありません。

設計に活かす３次元CADアセンブリ技術
10名定　員 17,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M1211 2/19,20,21

筆記用具持ち物

ノギス、マイクロメーター等の正しい保管・測定方法を習得したい方へ
加工部門、検査部門や新しくものづくりの仕事に従事する作業者が、精密測定の理論と測定機（ノギス、マ
イクロメータ等）を現場で正しく取り扱うための知識・技能を測定演習を通して習得することを目標とします。

（項目）
１．測定誤差と測定の際の注意
２．測定実習
３．定期検査
４．まとめ

（使用機器・ソフト等）
ノギス、マイクロメータ、ダイヤルゲージ、ハイトゲージ、ブロックゲージ等

精密測定技術（長さ測定編）
10名定　員 9,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M4622 10/24,25
M4623 2/13,14

筆記用具持ち物

フロントローディングの実現を支援する CAE（構造解析）の使い方を習得します
製品開発・設計工程で CAE を活用することにより、品質向上・コスト削減・納期短縮を実現することが求
められています。本コースでは、設計者が CAE を活用するために必要となる材料力学と構造解析の基礎的
な知識、及び解析と結果評価の手法を材料力学の例題を通して習得します。

（項目）
１．構造解析概論　　　　　　　　　５．解析と結果評価
２．有限要素法メッシュと精度　　　６．課題演習
３．モデル化　　　　　　　　　　　７．強度設計検討実習
４．解析の種類

（使用機器・ソフト等）
設計者 CAE（使用ソフト：Solid Works Simulation）

３次元ツールを活用した機械設計実習（CAE編）
10名定　員 20,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M1411 12/11,12,13

筆記用具持ち物

ワークの加工において生産性と品質の向上の一番大切なところを治具設計で考えよう
治具設計における設計作業の技能高度化をめざして、設計等の問題点、（①ワークの位置決め箇所、②クラ
ンプ位置、③クランプ力、④治具の扱いおよび作業性、⑤材料 ･ 精度 ･ コストなど）の回避方法などを含め、
組付け治具における設計手法とポイントを習得することを目標とします。

（項目）
１．組付け治具総論
２．組付け治具設計の要点
３．組付け治具設計実習
４．まとめ

治具設計の勘どころ
10名定　員 13,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M1802 2/13,14

※外部講師予定

関数電卓、筆記用具持ち物
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油圧機器の正しい使い方をマスターしよう
実技と座学で油圧機器の仕組みと回路特性を習得します
油圧機器の構造・作動原理・JIS による回路図記号を理解した上で、実機に用いられる主要な制御回路の構成、
動作特性を習得することを目標とします。

（項目）
１．油圧の概要
２．主な油圧要素
３．実践実習
４．まとめ

（使用機器・ソフト等）
油圧トレーニングキット、油圧機器カットモデル、OHP シート

〈製造技術者のための〉油圧実践技術
10名定　員 15,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M1432 10/16,17,18

※外部講師予定

筆記用具、作業服、
電卓、安全靴または靴

（サンダル不可）持ち物

「フライス盤を使えるようになりたい！」方へ
機械部品・治工具等を製作するためのフライス盤作業を習得するとともに、加工ノウハウに関する知識を習
得することを目標とします。

（項目）
１．概要
２．切削条件設定
３．総合課題実習（直溝、勾配加工）
４．精度評価
５．まとめ

（使用機器・ソフト等）
汎用フライス盤、各種切削工具、各種測定機

フライス盤加工技術
10名定　員 22,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（４日間）
M4262 10/1,2,3,4

※外部講師予定

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物

空気圧の原理と空気圧回路及びシーケンス制御を学び、正しい空気圧機器の使い方をマスターしよう
空気圧システムの最適化をめざして、空気圧機器の構造・作動原理・JIS による回路図記号を理解した上で、
実機に用いられる主要な制御回路の構成、動作特性を理解し、装置のトラブル防止や問題解決 ･ 改善に対応
した職務を遂行できる能力を習得することを目標とします。

（項目）
１．空気圧の概要
２．空気圧機器の構成
３．空気圧機器の制御
４．総合課題
５．まとめ 

（使用機器・ソフト等）
空気圧トレーニングキット

空気圧実践技術
10名定　員 15,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M1521 10/1,2,3
M1522 2/5,6,7

筆記用具、作業服（上着）、
安全靴または靴

（サンダル不可）持ち物

「旋盤を使えるようになりたい！」方へ
機械部品・治工具等を製作するための旋盤作業を習得するとともに加工ノウハウに関する知識を習得するこ
とを目標とします。

（項目）
１．概要
２．切削加工概論
３．心だし作業 
４．各種加工法（外径、内径、テーパ、ねじ切り）
５．総合課題実習
６．まとめ

（使用機器・ソフト等）
汎用旋盤、測定機器、各種バイト

旋盤加工技術
10名定　員 22,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（４日間）
M4122 11/5,6,7,8
M4123 3/10,11,12,13

※外部講師予定

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物
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回転数や送りを変更する理由がわかります
金属材料における切削加工の理論と実際との相違点を学び、生産現場における問題解決を図り、効率化や後
進の指導ができる能力を習得することを目標とします。

（項目）
１．切削加工概論
２．切削検証実習
３．検証実習データのまとめと考察
４．まとめ

（使用機器・ソフト等）
旋盤、立型フライス盤、正面フライス、エンドミル、ドリル、
各種チップ、表面粗さ測定機、切削動力計

切削加工の理論と実際
10名定　員 15,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M4011 12/11,12,13

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物

プログラムから、段取り、加工までを習得します
機械加工における NC 旋盤作業を習得することを目標とします。与えられた図面から工程検討、加工手順、
プログラム作成、プログラムチェック、段取り、加工まで一連の作業を習得することを目標とします。

（項目）
１．概要
２．各種機能とプログラム作成方法
３．プログラミング課題実習
４．加工の検証と評価
５．まとめ

（使用機器・ソフト等）
NC 旋盤、データ入力装置、各種切削工具、各種測定機器

NC旋盤プログラミング技術
10名定　員 21,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（５日間）
M4392 1/20,21,22,23,24

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物

プログラムから、段取り、加工までを習得します
機械加工におけるマシニングセンタ作業を習得することを目標とします。工具検討、加工順番、切削条件設定、
プログラム作成、プログラムチェック、段取り、加工までの一連の作業を習得することを目標とします。

（項目）
１．NC 加工概論
２．マニュアルプログラミング
３．プログラミング課題実習
４．加工実習
５．まとめ

（使用機器・ソフト等）
マシニングセンタ、NC プログラムシミュレーションソフト

マシニングセンタプログラミング技術（輪郭加工編）
10名定　員 21,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（５日間）
M4462 3/3,4,5,6,7

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物

金属材料の特徴を知り、切削工具選定に活かそう
切削加工の効率化をめざして、元素や結晶の違いを知り、鉄鋼材料の種類と特性に応じた切削工具の選択方
法を理解し、加工改善や加工時間短縮等の現場の生産性向上に関する知識を習得することを目標とします。

（項目）
１．鉄鋼材料の知識
２．添加元素と熱処理
３．切削加工の知識
４．加工改善と生産性
５．成分表の解読
６．まとめ

（使用機器・ソフト等）
ロックウェル硬さ試験機

金属材料の加工特性と切削加工現場の生産性（JIS材料選定）
10名定　員 11,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M4311 11/12,13

※外部講師予定

筆記用具持ち物
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配管設計に特化したコースです
配管技術者（プラント技術者）および品質管理等に携わる技術者として必要な配管に係る計画、設計について、
その高度化を目指して実践的知識を習得できる。配管強度・圧力損失計算演習および溶接設計演習等を通じ
て、それぞれの重要事項を把握し、実務に役立つ実践的知識を習得することを目標とします。

（項目）
１．コース概要　　　　５．溶接設計
２．配管設計手順　　　６．検討演習
３．配管配置手順　　　７．試験・検査
４．計算演習　　　　　８．まとめ

実践的配管設計技術
10名定　員 11,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M1903 11/26,27

※外部講師予定

筆記用具、電卓持ち物

配管設計における実践的な伝熱計算方法が学べます
配管設計（機器設計を含む）において、エネルギーの効率化、最適化を目指す設計とするため「熱通過」や「ふ
く射伝熱」等の演習を活用した実践的伝熱計算技術を習得することを目標とします。

（項目）
１．コース概要及び留意事項　　　　　　６．熱通過について
２．配管技術の概要　　　　　　　　　　７．ふく射伝熱について
３．伝熱工学の知識　　　　　　　　　　８．伝熱計算の演習
４．保温材の放熱とふく射について　　　９．まとめ
５．保温材と伝熱の関係

配管技術者のための実践的伝熱計算技術
10名定　員 11,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M1912 10/8,9

※外部講師予定

筆記用具、電卓持ち物

鉄鋼材料の熱処理及び表面硬化処理を詳しく学びたい
設計業務における熱処理製品の品質の最適化をめざして、熱処理の概論と各種表面硬化の知識を学ぶととも
に、表面硬化処理・組織観察を通じて、処理製品の評価技術を習得することを目標とします。

（項目）
１．熱処理概論
２．鉄鋼の熱処理
３．表面硬化技術
４．評価技術
５．まとめ

（使用機器・ソフト等）
金属顕微鏡

鉄鋼材料の熱処理技術
10名定　員 17,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M4602 11/27,28,29

※外部講師予定

筆記用具持ち物

31

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
兵
庫

機
械
設
計
・

機
械
加
工



半自動アーク溶接施工で発生する不良について、溶接用鋼材と溶接材料の選び方、使い方、溶接装置の取扱い、
作業方法などから品質対策が考えられる能力を習得することを目標とします。

（項目）
１．半自動アーク溶接について
２．溶接欠陥の種類と実態
３．溶接実習
４．評価と問題解決法

（使用機器・ソフト等）
炭酸ガスアーク溶接機

半自動アーク溶接技能クリニック（理論と実践編）
10名定　員 18,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M2103 10/17,18
M2104 1/9,10

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物

半自動アーク溶接作業で必要とされる各種姿勢によるすみ肉溶接や突合せ溶接作業の実習に取り組みます。
溶融池制御のための電流、電圧、速度などの各種溶接条件を理解し、実践的技能及び作業要領を習得するこ
とを目標とします。

（項目）
１．半自動アーク溶接について
２．溶接実習
３．評価と問題解決法

（使用機器・ソフト等）
炭酸ガスアーク溶接機

半自動アーク溶接技能クリニック（各種姿勢編）
10名定　員 18,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M2114 12/5,6
M2115 12/19,20
M2116 2/13,14
M2117 3/6,7

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物

溶接施工の品質向上を図るため、鋼材および溶接材料の知識や溶接施工に関する知識など、溶接の理論と技
術を習得することを目標とします。

（項目）
１．溶接の理論と技術
２．電気の知識と安全管理
３．溶接治金の知識
４．溶接記号・設計に関する知識
５．溶接実習

（使用機器・ソフト等）
被覆アーク溶接機

被覆アーク溶接技能クリニック（理論と実践編）
10名定　員 18,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M2006 12/7,14
M2007 1/11,18
M2008 3/8,15

※外部講師予定

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物

被覆アーク溶接作業で必要とされる各種姿勢によるすみ肉溶接や突合せ溶接の実習に取り組みます。溶融池
制御のための運棒法や電流、速度などの各種溶接条件を理解し、実践的技能及び作業要領を習得することを
目標とします。

（項目）
１．被覆アーク溶接について
２．溶接実習
３．評価と問題解決法

（使用機器・ソフト等）
被覆アーク溶接機

被覆アーク溶接技能クリニック（各種姿勢編）
10名定　員 18,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M2015 10/20,27
M2016 11/9,16
M2017 2/2,8
M2018 2/15,23

※外部講師予定

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物
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ステンレス鋼の TIG 溶接作業で必要とされる板材および水平・鉛直固定管の溶接実習に取り組みます。各種
溶接条件を理解し、実践的技能及び作業要領を習得することを目標とします。

（項目）
１．TIG 溶接について
２．溶接実習
３．評価と問題解決法

（使用機器・ソフト等）
TIG 溶接機

ステンレス鋼のTIG溶接技能クリニック（薄肉固定管編）
10名定　員 28,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M2214 12/11,12,13
M2215 2/17,18,19

※外部講師予定

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物

アルミニウム合金の TIG 溶接作業について、技能高度化や溶接施工の改善をめざし、各種継手の溶接に取り
組みます。適正な溶接施工に関する技能と実際に起こりうる品質上の問題点の把握および解決手法を習得す
ることを目標とします。

（項目）
１．アルミニウム合金について
２．アルミニウム合金の TIG 溶接
３．溶接欠陥と対策

（使用機器・ソフト等）
TIG 溶接機

アルミニウム合金のTIG溶接技能クリニック
10名定　員 20,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M2302 1/20,21

※学科講習あり
※外部講師予定

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物

ステンレス鋼の TIG 溶接作業で必要とされる板材の溶接実習に取り組みます。各種溶接条件を理解し、実践
的技能及び作業要領を習得することを目標とします。

（項目）
１．TIG 溶接について
２．溶接欠陥および腐食
３．溶接実習
４．評価と問題解決法

（使用機器・ソフト等）
TIG 溶接機

ステンレス鋼のTIG溶接技能クリニック（板材編）
10名定　員 20,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M2206 11/14,15
M2207 11/30,12/1
M2208 1/16,17
M2209 1/30,31
M220A 3/13,14

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物

溶接構造物の製造における溶接作業の技能高度化を目指して、国際的な水準の溶接技術を習得することを目
標とします。

（項目）
１．溶接施工要領書の理解
２．溶接実習
３．溶接品質確保のための検査技術
４．まとめ

（使用機器・ソフト等）
被覆アーク溶接装置、炭酸ガスアーク溶接機、TIG 溶接機、X 線装置

国際規格ＩＳＯ９６０６に沿った溶接技術
10名定　員 18,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M2501 1/29,30,31

※外部講師予定

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物
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各種構造物の素材時、製作時の適切な検査をめざし、溶接部に生じるきずとその探傷技術のポイントを学習
し効果的適用技術を習得することを目標とします。

（項目）
１．超音波探傷理論
２．垂直探傷
３．垂直探傷の適用
４．斜角探傷
５．斜角探傷の適用
６．規格

超音波探傷技術による欠陥評価
10名定　員 18,000円受講料 9:00～17:00※実施時間に

ご注意下さい。実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M5002 12/16,17

対象者：
「超音波探傷技術の応用」を受講するた
めに必要な理論を習得したい方。
M5011 または M5012 とセットで受
講をお勧めします。
※外部講師予定

筆記用具、関数電卓持ち物

各種構造物の診断や予防保全をめざし、溶接で生じる欠陥を探傷する技術の一つである超音波探傷法のポイ
ントを学習し効果的適用技術を習得することを目標とします。

（項目）
１．超音波探傷理論
２．垂直探傷
３．斜角探傷
４．現場への応用
５．規格

（使用機器・ソフト等）
超音波探傷器、各種試験片

超音波探傷技術の応用
10名定　員 25,000円受講料 9:00～17:00※実施時間に

ご注意下さい。実施時間

コース番号 日　程（４日間）
M5012 12/18,19,20,21

対象者：
「超音波探傷技術による欠陥評価」を受
講された方。
M5001 または M5002 とセットで受
講をお勧めします。
※外部講師予定

筆記用具、関数電卓持ち物
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アナログ回路の原理理解、設計技術を習得しよう
ダイオード、トランジスタ、FET（JFET、MOS-FET）の特性と動作原理を理解し、それらを用いたスイッ
チング回路や増幅回路等の作成を通して、アナログ回路の設計技術とその評価技術を習得することを目標と
します。

（項目）
１．電子回路基本素子（抵抗、コンデンサ等）の特性
２．半導体、ダイオードの概要
３．トランジスタ増幅回路 
４．FET 回路

（使用機器・ソフト等）
直流電源、オシロスコープ、ファンクションジェネレータ、ブレッドボード、
各種電子部品

トランジスタ回路の設計・評価技術
10名定　員 11,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E100B 1/15,16

※外部講師予定

筆記用具持ち物

光センサ、温度センサなど多種多様なセンサを学び、制御回路を作成したい方へ
光素子（フォトダイオード、フォトトランジスタなど）、磁気センサ（ホール素子、リードスイッチ）、温度
センサ（サーミスタなど）、超音波センサなどの動作原理や特性を理解し、それらの半導体素子の信号増幅
回路・スイッチング回路の作成・設計及び評価技術を、実習を通して習得することを目標とします。

（項目）
１．センサの概要
２．センサの動作原理と特性
３．センサ回路の知識
４．各種センサ回路作成実習

（使用機器・ソフト等）
直流電源、オシロスコープ、ファンクションジェネレータ、
ブレッドボード、各種センサ、各種電子部品

センサ回路の設計技術
10名定　員 11,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E103A 10/8,9

対象者：
「オペアンプ回路の設計・評価技術」を
受講された方、またはアナログ回路の
設計技術を有し、オペアンプの特性およ
び動作原理の基礎的な知識を有する方
※外部講師予定

筆記用具持ち物

RX マイコンを使用して A/D 変換、シリアル通信をしてみよう
制御システムの構築に必要なマイコンの知識を習得することを目標とします。RX マイコンの内部構造を学
習したうえで、GPIO 制御、A/D 変換、シリアル通信といったマイコンの機能を利用する方法を習得します。
また、それらを統合して制御するための簡易 OS を作成する演習を行います。

（項目）
１．マイコンの構成と開発環境
２．GPIO 制御
３．A/D 変換
４．シリアル通信
５．自作簡易 OS

（使用機器・ソフト等）
RX マイコン評価ボード（Target Board for RX65N）、パソコン（Windows10）、開発ツール（CS+）

組込みシステム開発におけるプログラミング実践
（A/D変換・通信編）

10名定　員 13,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
E2110 10/1,2,3

対象者：
「組込みシステム開発におけるプログラ
ミング実践（I/O・割込み制御編）」を
受講された方、またはマイコン制御の
知識を有する方

筆記用具持ち物

有接点の動作原理や組み方を詳しく学びたい方へ
有接点シーケンス制御の図記号、回路図の読み方・書き方、制御機器の構造と機能、制御盤組立に必要な知
識を理解し、電動機の制御回路（自己保持、インターロック、可逆運転、タイマー等）の配線作業を通して、
電気設備において安全と品質に配慮した評価方法を習得することを目標とします。

（項目）
１．機器の構造・原理　　　　　　　　　　　　 ４．可逆運転回路
２．有接点回路（自己保持回路、タイマ回路等）　５．時限運転回路
３．連続運転回路

（使用機器・ソフト等）
電磁接触器、電磁継電器、サーマルリレー、スイッチ、表示灯、ヒューズ、ブレーカ、三相誘導モータ、回路計（テ
スタ）、工具一式

有接点シーケンス制御の実践技術
10名定　員 16,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
E300F 10/1,2,3
E300G 11/6,7,8
E300H 12/3,4,5
E300I 1/7,8,9
E300J 2/4,5,6

※外部講師予定

筆記用具持ち物
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有接点回路の設計・評価を学びたい方へ
電動機の原理・構造や制御機器の仕様、電動機の可逆運転、始動回路（スター・
デルタ回路等）や制動回路（直流制動等）を、配線作業を通して理解し、回
路設計およびその評価方法、および電気設備においての安全と品質に配慮で
きる実務能力を習得することを目標とします。

（項目）
１．電動機の原理　　　３．始動回路
２．可逆運転回路　　　４．制動回路

（使用機器・ソフト等）
電磁接触器、電磁継電器、サーマルリレー、スイッチ、表示灯、ヒューズ、
ブレーカ、三相誘導モータ、回路計（テスタ）、工具一式

シーケンス制御による電動機制御技術
10名定　員 16,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
E301D 11/12,13,14
E301E 1/15,16,17

対象者：
「有接点シーケンス制御の実践技術」を
受講された方、または有接点シーケン
ス制御の基礎知識を有する方
※外部講師予定

筆記用具持ち物

PLC（iQ-R シリーズ）を設計・保全業務に活かしたい方へ
三菱製 PLC（iQ-R シリーズ）を使用し、データ転送命令・BCD コード変換命令、演算命令等を理解して、
制御プログラム実習を通して、実践的な回路設計・施工・保全業務において必要な PLC 制御技術を習得する
ことを目標とします。

（項目）
１．入出力仕様　　　　　５．算術演算命令
２．機種構成と仕様　　　６．シフト・回転命令
３．転送命令　　　　　　７．サブルーチン
４．データ変換命令　　　８．インデックスレジスタ

（使用機器・ソフト等）
三菱製 PLC（iQ-R シリーズ、64 点入力ユニット、64 点出力ユニット）、パソコン（Windows10）、
開発ツール（GX Works3）、負荷装置（スイッチ、表示灯、デジタルスイッチ、7 セグメント表示器）

実践的PLC制御技術（データ処理命令編）
10名定　員 11,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E312C 10/16,17

対象者：
「実践的 PLC 制御技術」を受講された
方、または PLC（iQ-R）の基礎知識を
有する方
※外部講師予定

筆記用具持ち物

PLC（iQ-R シリーズ）を使いたい方へ
三菱製 PLC（iQ-R シリーズ）のプログラム実習を通して、回路作成、モニタによる動作確認を行い、自動
化設備のための実践的な回路設計・施工・保全業務において必要な PLC 制御技術を習得することを目標とし
ます。

（項目）
１．概要　　　　　　　　　４．各種制御回路（自己保持、インターロック等）
２．機種構成と仕様　　　　５．タイマ
３．基本（LD、AND、OR）命令　６．カウンタ

（使用機器・ソフト等）
三菱製PLC（iQ-Rシリーズ、64点入力ユニット、64点出力ユニット）、パソコン（Windows10）、開発ツール（GX 
Works3）、負荷装置（スイッチ、表示灯）

実践的PLC制御技術
10名定　員 11,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E311C 10/8,9
E3103 11/16,17
E311D 12/17,18
E3104 1/18,19

対象者：
「有接点シーケンス制御の実践技術」を
受講された方、またはシーケンス制御
の基礎知識を有する方
※外部講師予定

筆記用具持ち物

タッチパネル（GOT）の画面の作り方を学ぼう
自動化システムに必要不可欠なタッチパネルの機能、PLC との接続や画面開発技術を学び、タッチパネルの
作画方法やタッチパネルを使用した制御プログラミング方法を習得することを目標とします。

（項目）
１．PLC の概要
２．タッチパネルの概要
３．作画実習（画面切り換え、タッチスイッチ、ランプ、グラフ、セキュリティ）
４．タッチパネルによる負荷機器の制御実習

（使用機器・ソフト等）
三菱製タッチパネル（GT1455-QTBD）、三菱製 PLC（iQ-R シリーズ）、16 点入力ユニット、
16 点出力ユニット、パソコン（Windows10）、開発ツール（GX Works3、GT Designer3）、
負荷装置（スイッチ、表示灯、コンベア）

PLCによるタッチパネル活用技術
10名定　員 11,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E313B 1/15,16

対象者：
「実践的 PLC 制御技術」を受講された
方、または PLC（iQ-R）の基礎知識を
有する方
※外部講師予定

筆記用具持ち物
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位置決めライン制御を行いたい方へ
サーボモータの原理と特性、およびサーボ機構を理解し、サーボシステムによる位置決め制御技術を習得す
ることを目標とします。実習では三菱製 PLC（シーケンサ iQ-R シリーズ）RD75 ユニット、負荷装置（1
軸スライダ）を使用し、正確な位置に高速で移動させる制御課題に取り組みます。

（項目）
１．パラメータ設定　　　　　　　４．位置決め運転
２．JOG 運転　　　　　　　　　　５．ティーチング・プレイバック
３．原点復帰、高速原点復帰　　　６．M コードによる制御

（使用機器・ソフト等）
三菱製 PLC（iQ-R シリーズ、位置決めユニット、64 点入力ユニット）、
パソコン（Windows10）、開発ツール（GX Works3）、タッチパネル、
RS-232C ユニット、負荷装置（サーボモータ、スイッチ、表示灯、1 軸スライダ）

PLCによる位置決め制御技術
10名定　員 11,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E315A 11/12,13

対象者：
「実践的 PLC 制御技術」を受講された
方、または PLC（iQ-R）の基礎知識を
有する方
※外部講師予定

筆記用具持ち物

急速に加速する工場の IoT 化に不可欠な産業用ネットワークを構築したい方へ
オープンネットワークである CC-Link による省配線化、PLC 間連携ネットワーク構築とそのプログラミング方
法、および PLC からのリモートデバイスなどの制御等について、実習を通して習得することを目標とします。

（項目）
１．FA ネットワークの概要
２．フィールドネットワーク（CC-Link）の特徴
３．CC-Link のパラメータ・ユニット設定
４．CC-Link、リモート I/O を活用した負荷装置制御実習

（使用機器・ソフト等）
三菱製 PLC（iQ-Rシリーズ、CC-Linkネットワークユニット、16点入力ユニット、16点出力ユニット）、
タッチパネル、RS-232Cユニット、リモートI/O入力ユニット、リモートI/O出力ユニット、パソコン（Windows10）、
開発ツール（GX Works3）、インバータ、負荷装置（スイッチ、表示灯等、誘導モータ）

オープンフィールドネットワーク構築技術（CC-Link編）
10名定　員 11,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E316A 10/29,30

対象者：
「実践的 PLC 制御技術」を受講された
方、または PLC（iQ-R）の基礎知識を
有する方

筆記用具持ち物

現場のトラブルに対処したい方へ
電気系保全作業に必要な知識及び技能を習得することを目標とします（PLC プログラムの修復、リレーの故
障診断、有接点シーケンス回路のトラブル発見技法等、機械保全（電気系保全作業）2 級相当）。

（項目）
１．電気保全の概要　　　　　　　　　　　　５．総合実習
２．制御機器に生じる不良の原因と種類
３．制御機器（リレー等）やシーケンス回路の故障原因と対策
４．制御装置の回路（ラダー図）の修復、追加

（使用機器・ソフト等）
三菱製 PLC（iQ-R シリーズ、16 点入力ユニット、16 点出力ユニット）、
パソコン（Windows10）、開発ツール（GX Works3）、制御盤、工具一式
※テスタの持参をお勧めします

電気系保全実践技術
10名定　員 15,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
E3200 11/26,27,28

対象者：
「実践的 PLC 制御技術」を受講された
方、または PLC（iQ-R）の基礎知識を
有する方
※テスタ、工具、および PLC の持ち込

みを歓迎します。

筆記用具持ち物

制御機器の選定ができるようになります
各種配電制御機器の種類、構造、役割、特長などを理解するとともに、制御盤設計時に必要となる制御機器
選定実習を通して、シーケンス設計時の機器選定技術を習得します。
※本コースでは、誘導モータに接続する電気制御機器の選定を行います。機械負荷所要動力等から誘導モー
タを選定するコースではありません！

（項目）
１．シーケンス制御機器の概要
２．シーケンス制御機器選定実習

有接点シーケンス制御の機器選定　　　  NEW　

10名定　員 11,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E321A 12/10,11

※外部講師予定

関数電卓、筆記用具持ち物
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安全の第一歩は正しい計測方法から
電気に関する安全知識（感電災害防止及び過負荷・短絡、地絡保護等）をはじめとして、現場で使用する各
種測定機器（テスター、検電器、検相器、絶縁抵抗計、接地抵抗計）の使用技術（接続、測定）を習得する
ことを目標とします。

（項目）
１．電気理論
２．短絡・漏電
３．接地・絶縁抵抗
４．測定器具の取扱い
５．課題

（使用機器・ソフト等）
テスター、検電器、検相器、メガー、接地抵抗計

電気設備のための計測技術
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E5012 10/16,17
E5013 1/29,30

筆記用具持ち物

インバータ駆動、体験してみませんか！！
インバータ駆動の三相誘導電動機を制御するために、三相誘導電動機の特性やインバータ制御の利点を理解
し、汎用インバータの各種パラメータの設定によって、どのような制御ができるのかを実習を通して習得す
ることを目標とします。

（項目）
１．三相誘導電動機の原理及び特性
２．インバータの概要
３．汎用インバータと電源及び電動機、周辺機器との配線
４．総合実習　　V/f 制御、磁束ベクトル制御、トルクブースト、
　　　　　　　　ストール防止、直流制動、外部端子の機能割付と制御

（使用機器・ソフト等）
汎用インバータ、三相誘導電動機、電磁接触器、ブレーカ

電動機のインバータ活用技術
10名定　員 11,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E5431 12/4,5

筆記用具持ち物

電力の主役（高圧 6600V）の世界へ！！
自家用高圧受変電設備の構成（高圧結線図）、機能役割（各高圧機器の性能、保護協調）、各種継電器試験（OCR、
DGR、SOG 等）、耐力試験、故障診断等の技術を習得することを目標とします。

（項目）
１．受変電設備の構成
２．高圧機器の機能役割
３．継電器試験
４．耐力試験
５．故障診断

（使用機器・ソフト等）
OCR、DGR、SOG、耐圧試験器など

高圧電気設備の保守点検技術〈保安検査〉
10名定　員 17,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
E5102 1/21,22,23

※外部講師予定

筆記用具持ち物

高圧での安全作業を学べます
高圧受変電設備（開放型、キュービクル）を用いた保守・点検作業を通して、自家用電気工作物の維持及び
運用業務を効率よく安全に行うための技能・技術の習得を目標とします。停電・投入作業では、無充電状態
での練習後、6600V の電源投入・遮断作業を行っていただきます。

（項目）
１．自家用電気工作物の概要　　　　　　　　　４．検電作業
２．高圧機器操作（PAS,DS,VCB,LBS 等）　　　５．停電・投入作業
３．高圧機器点検（PC, ヒューズ等）

（使用機器・ソフト等）
訓練用高圧受変電設備（開放型、キュービクル）、安全用具・器具、
高圧検電器、絶縁抵抗計

高圧電気設備の保守点検技術〈停電・投入操作〉
10名定　員 10,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E5112 2/19,20

※外部講師予定

筆記用具、
作業服（長袖）、作業帽持ち物
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FTTH 伝送路を想定した光伝送路構築の基礎技術を実習できます
融着接続、クロージャの組立、芯線収納などの実習を行います。光ロステスト、OTDR を用いた光ファイバー
ケーブルの測定などを実習し、伝送路での作業を主眼に置いて、光ファイバ取り扱い技術の習得を目標とし
ます。

（項目）
１．光通信の概要（光通信の原理、光ファイバの特徴と種類）
２．各種光ファイバの接続（融着接続、メカニカルスプライス） 
３．光ケーブルの加工（端末、中間分岐）
４．光クロージャの組立実習、余長処理
５．測定・評価（損失測定、OTDR）

（使用機器・ソフト等）
光クロージャ、光接続箱、光ケーブル、組立工具一式、融着接続器、
光パルス試験器（OTDR）、光ロステストセット

光伝送路構築技術〈伝送路技術・クロージャ編〉
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E5211 11/6,7

筆記用具、作業服持ち物

ネットワークは物理層から
LAN 配線工事に必要な機器と部材を理解し、UTP ケーブルおよび光ファイバケーブルを用いた LAN の構築
作業を通して、施工方法及び施工後の測定に関する技能・技術を習得することを目標とします。

（項目）
１．LAN の概要（LAN の構成、各種ネットワーク機器の種類と選定方法）
２．端末処理
　　（（RJ45 コネクタ・情報コンセントの作成と試験、光ファイバの接続）
３．情報配線施工（UTP と光ファイバを用いた LAN の構築）
４．測定実習

（使用機器・ソフト等）
ハブ、UTP ケーブル、光ケーブル、RJ-45 コネクタ、圧着工具、情報コン
セント、光メディアコンバータ、ケーブルテスタ、OA フロア用配線部品

ＬＡＮ構築施工・評価技術
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E5221 10/8,9

筆記用具持ち物

自火報の仕組み、「見て・触って・動かして」学びませんか？
自動火災報知設備の整備・点検に関する理論、技術等を習得することを目標とします。

（項目）
１．電気に関する理論・測定・機器
２．消防関係法令（消防法の用語、令別表第一など）
３．自火報の構造・機能（受信機、感知器、発信機）
４．自火報の点検・整備の方法
５．機能確認（感知器の作動試験、受信機の火災表示試験、同時作動試験など）

（使用機器・ソフト等）
受信器、感知器、発信機

自動火災報知設備工事の施工・保守技術
10名定　員 10,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E6011 2/26,27

筆記用具持ち物
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構造計算に必要な
力学が理解できます。

住宅の申請業務が
理解できます。

安心で安全な住宅設計が
できます。

CADによる図面作成が
できます。

CADで三次元モデリングができます

第四次産業革命

BIMモデルを活用して
解析等ができます

エアコン取付業務が
できます　　　　　

施工管理業務が
理解できます　

静定構造物の
構造解析技術

不静定構造物の
構造解析技術

木造住宅における
壁量計算技術

RC構造物における構造計算技術

鉄骨構造物における構造計算技術

木造住宅における
許容応力度設計技術

質点系モデルの振動解析技術

実践建築設計
２次元CAD技術〈木造編〉

実践建築設計
２次元CAD技術〈RC造編〉

実践建築設計３次元CAD 技術
＜プレゼンテーション編＞

建設業の安全衛生管理

住宅建築測量技術

鉄筋コンクリート躯体工事
の実践的な施工計画技術

RC造の見上図・屋根伏図
作成実践技術

RC造のタイル割付図
作成実践技術

仕上施工図作成実践技術

継手・仕口の製作実践技術 手工具を利用した　
木材加工ができます

冷媒配管の施工と　
空調機器据付け技術

壁装施工の実践技術

内装材の部分リペア
実践技術

内装施工・補修が
できます

BIMを用いた建設設計技術

BIMを用いた建設設計技術
〈モデリング編〉

BIMオブジェクト作成と
効果的な活用実践技術建築構造計画

実践技術

木造住宅の構造安定性能設計技術

省エネルギー住宅及び低酸素建築
物の計画実践技術　　　　　　　

木造住宅における結露防止を考慮
した断熱・気密設計法　　　　　

構造計算ができます

木造住宅における
耐震診断技術

RC造建造物の耐震診断と
補強技術

耐震診断が理解
できます

  建築知識が
理解できます。

　セミナーを体系的に受講できるように組み立てられています。また、矢印のとおりに受講していただ
くことにより対応した業務ができるようになります。
　今話題になっている第四次産業革命に対応したセミナーを新設しました。

建築系セミナーの体系について
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振動の解析技術を手計算で学んでみませんか？
建築構造解析の新たな品質及び製品の創造をめざして、高付加価値化に向けた質点系の振動解析実習を通し
て、振動解析技術を習得します。

（項目）
１．建物の振動
２．振動解析に必要な数学（ラプラス変換、フーリエ解析）
３．１質点系の振動解析
４．多質点系振動解析

質点系モデルの振動解析技術
10名定　員 11,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
H0071 10/19,26

筆記用具持ち物

鉄骨構造物の構造設計手法を演習を通して理解したい方へ
一般的な鉄骨構造物の許容応力度設計に関心のある方におすすめです。
鋼材および鉄骨構造物の性質を理解し、設計用荷重や部材に生じる力の計算、
各部材および接合部の設計方法を習得します。

（項目）
１．鋼材の性質
２．鉄骨構造物の特性
３．許容応力度設計による構造設計
※事務所建築物を例に手計算を行います

鉄骨構造物における構造計算技術
10名定　員 11,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
H0041 1/18,25

筆記用具、関数電卓持ち物

使用ソフト：表計算ソフト

RC 構造物の構造特性を把握し、構造計算をもう一度再認識していただいた上で、
耐震について検討します。また、汎用ソフトによる計算シートが作れます
２次診断以降の構造設計基準における検証を踏まえ、構造計算の対象となる積載（長期）・風（短期）・地震（短
期）のそれぞれのケースの中で安全性の担保となる地震時の検証について構造計算を行います。

（項目）
１．地震被害の特徴
２．地震時における構造計算による診断
３．診断結果の検討
４．まとめ

RC造建築物の耐震診断と補強技術　　    NEW　

10名定　員 17,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
H0091 11/23,24

※外部講師予定

筆記用具、電卓持ち物

断熱・気密の設計手法を学んでみませんか？
住宅設計の新たな品質の創造をめざして、高付加価値化に向けた断熱設計実習を通して、断熱気密工法と結
露防止（防露）に関する技術を習得します。

（項目）
１．結露防止発生のメカニズム
２．断熱工法
３．伝熱
４．熱貫流率、熱損失係数の計算
５．実践的な設計手法

木造住宅における結露防止を考慮した断熱・気密設計法
10名定　員 12,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
H0132 3/8,15

※外部講師予定

筆記用具、関数電卓持ち物
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使用ソフト：Jw_cad

Jw_cad の操作を習得しましょう！
建築 CAD（Jw_cad）を活用して、主に木造建築物の図面作成の効率化と生産性向上を目指します。コマン
ド操作を習得し、平面図等の意匠図の作成及び印刷方法を習得します。

（項目）
１．コマンド操作
２．各種設定
３．意匠図（平面図等）の作図
４．印刷設定および印刷

実践建築設計２次元CAD技術〈木造編〉
10名定　員 11,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
H0142 1/22,23

対象者：
パソコンの基本操作ができる方

筆記用具持ち物

使用ソフト：AutoCAD

RC 造の建築図面を描いてみましょう！
建築 CAD（AutoCAD）を活用して、主に RC 造建築物の図面作成の効率化と生産性向上を目指します。コ
マンド操作を習得し、平面図等の作成及び印刷方法を習得します。

（項目）
1．コマンド操作
2．各種設定
3．平面図等の作図
4．印刷設定および印刷

実践建築設計２次元CAD技術〈RC造編〉
10名定　員 11,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
H0151 10/19,26

対象者：
パソコンの基本操作ができる方

筆記用具持ち物

使用ソフト：Revit

Revit の操作を習得しましょう！
建築の設計・施工から維持管理に至る一連の作業の効率化を目指して、BIM ソフト（Revit）の操作方法を
習得します。

（項目）
１．BIM の現状
２．BIM の仕組み
３．操作方法
４．形状情報と属性情報
５．モデルの作成

BIMを用いた建築設計技術
10名定　員 12,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
H0172 11/9,10

対象者：
パソコンの基本操作ができる方
※外部講師予定

筆記用具持ち物

使用ソフト：Revit

Revit を使用して、仮想の建物データを作成してみましょう！
BIM ソフト（Revit）を活用した計画段階における意匠設計技術を習得します。計画に関するゾーニングや
プランニングの事項を再確認し、モデリング演習を通して柱、梁、床、壁といった各部材のデータ入力方法
を習得します。成果物として、提案書一式の出力を行います。

（項目）
１．BIM の概要
２．モデルの作成
　　・地形、敷地、道路等の条件設定
　　・対象建築物の条件設定
　　・パースの作成
３．各種図面のレイアウトと出力

BIMを用いた建築設計技術〈モデリング編〉
10名定　員 12,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
H0182 1/25,26

対象者：
Revit の基本操作ができる方
※外部講師予定

筆記用具持ち物
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使用ソフト：Revit

Revit のファミリ作成について学びましょう！
建築設計の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）に向けた設計実習を通して、BIM を
用いた建築設計に関する技術を習得します。

（項目）
１．BIM の概要
２．ファミリの概要
３．ファミリ作成
４．ファミリの活用

BIMオブジェクト作成と効率的な活用実践技術〈ファミリ編〉 NEW　

10名定　員 12,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
H0191 10/5,6
H0192 2/15,16

対象者：
Revit の基本操作ができる方
※外部講師予定

筆記用具持ち物

壁紙の施工方法を学ばれたい方
建築物における壁装作業の技能向上を目指して、施工のポイント等を実習を通して習得します。

（項目）
１．壁装施工の概要
２．施工のポイント
３．施工実習
４．まとめ

壁装施工の実践技術　　　　　　　　　  NEW　

10名定　員 16,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
H0201 11/23,24,30

※外部講師予定

筆記用具、ツバのつ
いた帽子、作業服ま
たは汚れてもいい服持ち物

内装材の部分リペア（主にフローリング部分、アルミ部分）について学ばれたい方
住宅における部分リペアの技能向上を目指して、施工のポイント等を実習を通して習得します。

（項目）
１．部分リペアの概要
２．リペア実習
３．まとめ

内装材の部分リペア実践技術　　　　　  NEW　

10名定　員 16,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
H0211 12/14,15,21

※外部講師予定

筆記用具、ツバのつ
いた帽子、作業服ま
たは汚れてもいい服持ち物

大工用工具を使って木材を加工してみましょう
課題製作を通して、基本的な大工用工具（のみ、のこぎり、かんな等）を安全に使用するための知識や加工
のポイントを習得します。

（項目）
１．規矩用具の活用
２．手工具の活用
３．継手・仕口の製作
４．まとめ

継手・仕口の製作実践技術　　　　　　   NEW　

10名定　員 17,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（４日間）
H0221 1/25,26,2/1,2

筆記用具、ツバのつ
いた帽子、作業服ま
たは汚れてもいい服持ち物
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現場で一番大切な安全について知っておきたい方！
建築工事における安全管理とは何か、どんな法律の下で組織体制がどのように運営されているのか。また、
現場に入る上で安全について必要な事項を知り、現場で安全に作業するための知識を習得します。

（項目）
１．労働災害について
２．安全衛生管理体制
３．災害防止の手法
４．安全管理業務

建設業の安全衛生管理
10名定　員 16,500円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
H0232 10/7,8,9

※外部講師予定

筆記用具持ち物
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QC ７つ道具を活用し、生産現場の最適化を目指す！
QC ７つ道具をはじめとする統計的手法を理解したうえで、管理目的に応じたデータの取得方法や、パソコ
ンを用いてデータの目的に応じた各種グラフの作成手法、およびその解析法を習得します。

（項目）
１．品質管理概論
２．QC 活動のステップ
３．QC 7 つ道具の基礎と利用法
　　１）パレート図　　２）特性要因図
　　３）チェックシート　　４）グラフ
　　５）散布図　　６）ヒストグラム
　　７）管理図
４．まとめ

（使用機器・ソフト等）
パソコン、表計算ソフト

生産現場に活かす品質管理技法
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
B3001 11/19,20
B3002 2/19,20

対象者：
表計算ソフトの基本操作と関数活用が
できる方
表計算ソフトを使用する演習を追加し
ました！

筆記用具持ち物

新 QC ７つ道具を活用し、生産現場の品質改善を目指す！
言語データを整理し、新たな発想を得て問題解決へつなげる新 QC ７つ道具について、各種ツールの特徴を
理解し、データの取得方法や作図方法、および結果からの解析手法を習得します。

（項目）
１．問題解決と新 QC ７つ道具
２．アイデア発想法と問題解決
３．新 QC ７つ道具の基礎、利用法および演習
　　１）親和図法　　２）連関図法
　　３）系統図法　　４）マトリックス図法
　　５）アローダイアグラム法　　６）PDPC 法
4. まとめ

（使用機器・ソフト等）
パソコン、表計算ソフト

新QC7つ道具活用による製造現場における品質改善・品質保証
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
B3131 12/19,20

対象者：
「生産現場に活かす品質管理技法」を受
講された方、または統計的管理手法の
基礎的な知識を有する方

筆記用具持ち物

FMEA ／ FTA を活用し、故障・不具合の事前検討を！
自動車業界をはじめとする、製造業で多く使われている信頼性向上を目
的とした FMEA ／ FTA 手法により、不具合・故障・欠陥の原因を体系
的に解析して、未然に防止できる知識・技術を習得できます。

（項目）
１．FMEA の概要、実施手順とポイント（不具合予測）
２．FTA の概要、実施手順とポイント（原因遡及）
３．FTA ／ FMEA 活用実習
４．まとめ

（使用機器・ソフト等）
パソコン、表計算ソフト

設計・開発段階におけるFMEA／FTAの活用法
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
B3141 1/21,22

対象者：
「新 QC ７つ道具活用による製造現場
における品質改善・品質保証」を受講
された方、または問題解決の基本プロ
セスの基本的な知識を有する方

筆記用具持ち物

IE 手法、5S、ムダ取りで問題解決能力が高い現場づくり！
生産現場に発生する問題点の分析や改善のための手法及び生産効率を向上させるための現場改善（作業改善）
の技法を習得し、生産現場における生産性の効率化・最適化を達成できる人材育成を目標とします。

（項目）
１．生産現場の改善
２．生産現場の環境改善
３．生産現場の作業改善
４．作業分析手法と改善効果測定
５．環境改善の実践的課題実習
６．作業改善の実践的課題実習
７．作業分析の実践的課題実習
８．まとめ

生産現場における現場改善技法
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
B3012 12/12,13

※外部講師予定

筆記用具持ち物
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製造現場の安全性向上（作業環境対策）をめざして、ヒューマンエラーの現状や発生のメカニズムを認識し、
エラー低減に必要な防止策（現場改善等）を講じるための能力習得を目標とします。

（項目）
１．導入と認識
２．エラーのメカニズム
３．製造業におけるエラー
４．エラーの防止策
５．課題演習
６．まとめ

ヒューマンエラー防止実践手法
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
B3033 11/28,29

※外部講師予定

筆記用具持ち物

製造現場における作業の段取りや指示、後進育成等の技能継承をめざして、現場のリーダーとして身につけ
ておくべきスキルを確認し、監督者として生産性向上を実践する担当者との関わり方や仕事と現場を動かす
ための技能を習得することを目標とします。

（項目）
１．オリエンテーション
２．現場監督（主任）の役割
３．現場監督（主任）に求められている事
４．より良い現場監督（主任）
５．自己啓発計画書の演習
６．まとめ

仕事と人を動かす現場監督者の育成
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
B3052 1/16,17

※外部講師予定

筆記用具持ち物

自律的・継続的な改善現場実現のために５S を徹底的に学ぶ！
生産現場における現場改善の技能伝承を目指して、現場の問題把握・改善技法及び後輩育成のための指導技
法を習得することを目標とします。

（項目）
１．訓練の概要
２．現場改善技法のポイント
３．現場改善指導
４．現場改善の実践方法
５．総合演習
６．まとめ

５Ｓによるムダ取り・改善の進め方
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
B3043 1/30,31

※外部講師予定

筆記用具持ち物

原単位の低減について学びたい
生産現場におけるコストダウンや改善作業等の業務を、まず、生産現場に発生する問題点をコスト原単位の
低減法に絞った視点で見ます。こうして特定した各テーマを評価して優先順を付け、具体的解決策を探し出
すための実践的解決方法の習得を目標とします。

（項目）
１．製造業におけるコストダウンの考え方
２．実践的な「管理」の意味と重要性
３．製造業におけるコスト原単位の考え方
４．評価して優先順を付ける
５．コストダウンを実現する製造現場での解決手順
６．対策立案の要領
７．実践的な実習と成果の発表

製造業におけるコストダウン実践法
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
B3102 10/10,11
B3103 11/14,15

※外部講師予定

筆記用具持ち物
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生産計画／生産管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に向けた生
産現場管理上の課題演習を通して、生産計画、生産体制、安全管理などの生産管理手法を習得することを目
標とします。

（項目）
１．生産管理の要点
２．各業務別管理の要点
３．生産管理の新しい手法と方向性
４．生産管理手法による課題実習
５．まとめ

生産性向上を目指した生産管理手法
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
B3072 12/5,6

※外部講師予定

筆記用具持ち物

工程管理／技術管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に向けて問
題の真の要因を原理・原則に基づいて追及し、三現主義（現場・現物・現実）で現場改善を実践する手法を
習得することを目標とします。

（項目）
１．問題解決の進め方
２．なぜなぜ分析
３．工程の原理・原則
４．ポカミス防止
５．課題演習
６．まとめ

なぜなぜ分析による真の要因追求と現場改善
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
B3062 11/18,19

※外部講師予定

筆記用具持ち物

工程管理／生産管理の生産性の向上をめざした、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上を図るには、
ものづくりにおける生産システム上の諸問題の解決が必要です。この解決への方法やアプローチの仕方、そ
れに、再発防止の考え方などの習得を目標とします。

（項目）
１．コースの概要及び留意事項
２．問題の捉え方
３．問題解決へのアプローチ
４．問題解決のステップ
５．問題解決の手法を使う
６．解決のための実行計画書の作成
７．課題解決実習
８．まとめ

生産活動における課題解決の進め方
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
B3122 10/21,22

※外部講師予定

筆記用具持ち物

工場管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に向けた技術報告書の
構造や書き方に関する理解を深め、生産改善活動を効率化する技術報告書の作成を習得することを目標とし
ます。

（項目）
１．技術報告書の基本
２．技術報告書の目的
３．技術報告書の構造
４．技術報告書を用いた報告と活用
５．生産改善活動の効率化
６．まとめ

生産改善を成功させる技術報告書の作成
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
B3082 2/6,7

※外部講師予定

筆記用具持ち物
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プログラム作成から、段取り、加工までを習得します
NC 機械加工の生産性の向上をめざし、課題作成を通して図面から工程設計、プログラミング、段取り作業、
加工までの一連の流れを習得することを目標にしています。

（項目）
１．概要
２．各種機能とプログラム作成方法
３．プログラミング課題実習
４．加工作業
５．検証と評価
６．まとめ

（使用機器・ソフト等）
NC 旋盤（TAKISAWA TCN-2000CM6L）、測定器、各種切削工具

NC旋盤プログラミング技術
10名定　員 16,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（４日間）
M182 12/10,11,12,13

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物

使用ソフト：AutoCAD

２次元 CAD で機械図面を描こう
機械設計における 2 次元 CAD の活用による効率化と生産性の向上をめざして、製品企画から具体的加工の
指示を出すための図面（設計製図、工程図等）の作図方法、CAD を使用する場合の環境の構築、効果的か
つ効率的使用法及びデータ管理方法について習得します。

（項目）
１．構想から図面への考え方　　　　　　　４．実践課題
２．機械製図の留意事項　　　　　　　　　５．図面作成
３．製図効率を向上させるための準備　　　６．まとめ

（使用機器・ソフト等）
AutoCAD2021

２次元CADによる機械製図技術
10名定　員 16,500円受講料 9:00～17:00実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M132 10/1,2,3
M133 1/28,29,30

筆記用具持ち物

プログラム作成から、段取り、加工までを習得します
マシニングセンタ作業に関する、加工図面から工程設計、切削条件、プログラム作成、段取り、加工までの
一連の作業を習得することを目標にしています。

（項目）
１．概要
２．各種機能とプログラム作成方法
３．プログラミング課題実習
４．加工作業
５．検証と評価
６．まとめ

（使用機器・ソフト等）
マシニングセンタ（SHIZUOKA HSR-7）、各種測定器、各種切削工具

マシニングセンタプログラミング技術
10名定　員 17,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（４日間）
M152 12/19,20,21,22

筆記用具、作業服、
帽子、安全靴持ち物

「旋盤を使えるようになりたい」方へ
機械部品・治工具等を製作するための旋盤作業を習得するとともに加工ノウハウに関する知識を習得する。

（項目）
１．概要
２．旋盤の操作・取扱い
３．芯出し作業
４．各種加工法（外径、内径、溝、ねじ切り加工）
５．総合課題実習
６．まとめ

（使用機器・ソフト等）
汎用旋盤、測定器、各種バイト

旋盤加工技術
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M162 10/8,9,10
M163 11/19,20,21

筆記用具、作業服、帽子、
安全靴、保護メガネ持ち物
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使用ソフト：SolidWorks

形状のモデリング、アセンブリ、図面作成の講習です
製品設計業務における生産性の向上をめざして、効率化、最適化（改善）に向けた「製品（部品）機能＝フィー
チャー」と捉えた設計への３次元 CAD 活用方法、図面の活用および設計検討などの検証方法を習得するこ
とを目標としています。

（項目）
１．設計とは
２．モデリング時のポイント
３．開発・設計のモデリング手法
４．アセンブリ
５．図面作成

（使用機器）
３次元 CAD システム（使用ソフト：SolidWorks 2021）

設計に活かす３次元CADソリッドモデリング技術
10名定　員 21,500円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（４日間）
M202 10/22,23,24,25

筆記用具持ち物

使用ソフト：SolidWorks

アセンブリ機能による製品設計を習得したい方へ
機械設計業務の生産性向上をめざして、製品開発時の効率化、最適化に向けた、類似設計や新規開発時の効
果的な検証ツールと「アセンブリ＝機能展開」と捉えた設計手法や図面を活用した検証方法を習得すること
を目標としています。

（項目）
１．設計とは　　　　　　　　　　　　　４．構想設計実習
２．アセンブリを活用した製品設計　　　５．設計変更実習
３．設計検証実習　　　　　　　　　　　６．まとめ

（使用機器）
３次元 CAD システム（使用ソフト：SolidWorks 2021）

設計に活かす３次元CADアセンブリ技術
10名定　員 17,500円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M301 12/3,4,5

対象者：
SolidWorks を使用した経験のある方
または当センターの「設計に活かす３
次元 CAD ソリッドモデリング技術」
を受講された方

筆記用具持ち物

生産設備等に使用されている空気圧システムにおける保全作業の技能高度化をめざして、機器の構造や回路
の働きを理解し、発生するトラブルに対しての原因究明と事後・予防保全に役立つ実践技術を習得します。

（項目）
１．コース概要及び留意事項　　　４．機器の保守点検作業
２．空気圧システムの構成　　　　５．空気圧システムの安全確保
３．機器のトラブル対策　　　　　６．まとめ

（使用機器・ソフト等）
空気圧実習装置、空気圧機器カットモデル、
トラブルシューティング用機器

空気圧機器の保全管理とトラブル対策
10名定　員 13,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M031 11/7,8

※外部講師予定

筆記用具持ち物

機械設計 / 機械製図の生産性向上をめざして、適正化、安全性向上に向けた製品開発における構造の強度計
算演習を通して、構造物にかかる力と応力、歪の関係を理解するとともに、構造強度設計に必要な材料力学
の実践的な技術及び技能について習得します。実習用テストピースは全員がその場で作成します。

（項目）
１．コース概要及び留意事項
２．強度部材と材料力学
３．断面二次モーメント
４．構造物の強度設計
５．構造化による強度の低下
６．座屈と剪断応力
７．設計の際に必要な配慮
８．総括とまとめ

構造強度設計のための材料力学
15名定　員 17,500円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M012 10/9,10,11

※外部講師予定

関数電卓、筆記用具持ち物

52
受講料は税込です

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
加
古
川

機
械
設
計
・

機
械
加
工



被覆アーク溶接作業について、受講者の技能レベルを診断し、その結果に基づいて、実習に取り組みます。
溶融池制御のための運棒や電流、速度などの各種条件について理解を深めるとともに実践的技能及び作業要
領を向上させることを目的とします。

（項目）
１．溶接法および関連知識に関する講義
２．機器の取り扱い
３．電流調整の方法
４．ビード形成およびすみ肉溶接実習
５．仕上がり評価と問題解決法の検討

（使用機器・ソフト等）
被覆アーク溶接機一式（講義用テキストは配布します）

被覆アーク溶接技能クリニック
10名定　員 16,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M212 12/7,8

作業着、帽子、保護メガネ
安全靴、溶接保護面（お持ちの方のみ）持ち物

半自動アーク溶接作業について、受講者の技能レベルを診断し、その結果に基づいて、実習に取り組みます。
溶接条件やトーチ操作方法について学ぶとともに、実践的技能の向上、実際に起こりうる品質上の問題点の
把握、解決手法を習得することを目的とします。

（項目）
１．溶接法および関連知識に関する講義
２．機器の取り扱いと設定方法
３．作業に必要な条件設定
４．ビード形成およびすみ肉溶接実習
５．仕上がり評価と問題解決法の検討

（使用機器・ソフト等）
炭酸ガスアーク溶接機一式（講義用テキストは配布します）

半自動アーク溶接技能クリニック
10名定　員 18,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M222 11/26,27
M223 2/13,14

作業着、帽子、保護メガネ
安全靴、溶接保護面（お持ちの方のみ）持ち物

早めの申込を推奨します
TIG 溶接作業について、受講者の技能レベルを診断し、その結果に基づき、溶接実習へ取り組みます。それ
ぞれの継手に応じた溶接条件設定やトーチ操作、溶加棒添加等の方法について学ぶとともに、実践的技能の
向上及び実際に起こりうる品質上の問題点の把握、解決手法を習得することを目的とします。

（項目）
１．溶接法および関連知識に関する講義
２．タングステン電極の加工方法
３．ビード置きによる溶接金属の形成方法
４．各種継手（角継手、T 継手等）における溶接実習
５．仕上がり評価と問題解決法の検討

（使用機器・ソフト等）
TIG 溶接機一式（講義用テキストは配布します）

TIG溶接技能クリニック
10名定　員 18,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M233 11/9,10
M234 1/9,10
M235 3/3,4

作業着、帽子、保護メガネ
安全靴、溶接保護面（お持ちの方のみ）持ち物

オンラインを活用したセミナーです（オンラインでの講義９時間 + 当センターでの実習６時間）
座学による（溶接に関する）基礎知識の習得、及び溶接作業の実体験を通じて溶接技術の要点を理解し、設計・
施工管理業務などにおいて適切な指示・対処ができるようになることを目的とします。

（項目）
１．溶接法及び溶接機器
２．金属材料の溶接性ならびに溶接部の特徴
３．溶接構造の力学と設計
４．溶接施工実習
５．破壊試験

（使用機器・ソフト等）
各種溶接機

設計・施工管理に活かす溶接技術
10名定　員 14,500円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（４日間）
M251 10/22,24,29,31

長袖作業服上下、安全靴、作業帽、
関数電卓（オンライン講義で使用）持ち物
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機器や材料を取り扱う上での安全衛生に始まり、曲げ加工方法や要点について学びます。また、各種課題へ
取組むことで製品の取扱い方や加工順序等について習得することを目的とします。

（項目）
１．安全衛生
２．プレスブレーキの構造・動作説明
３．圧延方向を考慮した板取り
４．図面からの展開方法
５．曲げ加工について
６．曲げ不具合への対策
７．課題製作

（使用機器・ソフト等）
プレスブレーキ、動力シャー

プレスブレーキによる曲げ加工実践
10名定　員 14,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（４日間）
M261 11/14,15

作業着、帽子、
保護メガネ、安全靴持ち物
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ポリテクセンター関西で活躍している人気の講師が同じ内容で実施します。
シーケンス回路を作成するのに必要な制御機器・図記号・回路の読み方等の知識を習得するとともに、配線
作業・点検作業・試運転及び制御盤組立等の実習を通して、回路設計及び配線技術を習得します。
※なお、経済動向に応じて実習内容の一部を予告なしに変更することがあります。

（項目）
１．シーケンス制御の概要
２．制御機器の種類
　　（１）主回路、制御回路で使用する制御機器
３．展開接続図の設計、配線設
４．制御盤組立実習
　　（１）盤内機器のレイアウト　　（２）配線、点検、動作確認、評価
＊筐体設計、穴加工を行うコースではありません！

（使用機器・ソフト等）各種制御機器・制御盤・回路計・工具一式

制御盤設計・製作技術
10名定　員 22,000円受講料 9:00～15:45実施時間

コース番号 日　程（４日間）
E144 11/19,20,21,22
E145 3/11,12,13,14

対象者：
配電盤・制御盤の盤組立作業に従事す
る方又は同等の作業知識を有する方
※外部講師予定

必要であれば電動
ドライバ等の工具、
筆記用具持ち物

配線作業を通して、有接点シーケンス制御が丁寧に学べます。
有接点シーケンス制御の第一歩からリレー回路やタイマ回路の知識と配線作業をとうして、理解しやすい
ペースで実務能力を習得する。
※なお、経済動向に応じて実習内容の一部を予告なしに変更することがあります。

（項目）
１．シーケンス制御の概要
２・各種制御機器の種類
３・主回路と制御回路
　　（１）各種シーケンス制御回路
４．総合実習
　　（１）有接点シーケンス制御回路の配線　　　（２）動作確認・検証

（使用機器・ソフト等）
小型リレー・タイマ・制御盤ボード・工具一式・回路計

有接点シーケンス制御の実践技術
6名定　員 16,000円受講料 9:00～16:00実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E904 11/26,27
E905 12/3,4

対象者：
電気制御の組立にこれから従事する方
で、最初から有接点シーケンス制御を
習得したい方

筆記用具持ち物

これから高圧受変電設備に携わろうとする方や、実際に現場で高圧受変電設備に携わっている方を対象に、
高圧受変電設備の図面の見方から各種機器の説明そして継電器試験（OCR、GR、DGR）を実習を通して学
んでいきます。

（項目）
１．コースの概要と留意事項
２．高圧受変電設備の単線結線図の見方
３．各種機器の動作原理、特性の理解
４．配線実習
５．各種継電器試験の実施（OCR,GR,DGR）
６．まとめ

（使用器具等）
パイプフレーム式、高圧受電設備、継電器試験器、その他
※詳細はお問い合わせください。

自家用電気工作物の高圧機器技術
10名定　員 10,500円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
E041 10/12,13

対象者：
これから高圧受変電設備に携わろうと
する者や、実際に現場で高圧受変電設
備に携わっている者

筆記用具持ち物

電気設備工事 / 電気機器設備工事の現場力強化及び技能継承をめざして、技能高度化、診断・予防保全、技 
能継承に向けた一般用電気工作物の電気設備施工実習を通じて、近年の電気工事の動向を踏まえ、保守性や 
安全性を考慮した施工技術を習得する。
※なお、経済動向に応じて実習内容の一部を予告なしに変更することがあります。

（項目）
１．コース概要及び留意事項
２．一般用電気工作物の実技における基礎知識
３．単線図から複線図へ
４．課題作成（机の上での作業）
５．まとめ

（使用器具等）
電気工事用工具類一式、配線器具類一式、その他
※詳細はお問い合わせください。

一般用電気工作物の施工技術（施工編）
10名定　員 18,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（４日間）
E133 11/21,22,25,26
E134 11/23,24,30,12/1

対象者：
電気設備の施工業務に従事する技能・
技術者等であって、指導的・中核的な
役割を担う者又はその候補者

筆記用具
VVFストリッパー等の電気
工事用工具一式（持参推奨）持ち物
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空気調和換気設備工事の現場力強化及び技能継承をめざして、技能高度化に向けた冷媒配管加工・接合実習
を通して、空調機器の据付け作業における冷媒配管工事の欠陥や問題点を未然に予測し防止するための施工
技術を習得する。

（項目）
１．コース概要及び留意事項　　　５．ろう付け接合
２．問題点の確認　　　　　　　　６．冷媒配管加工・接合実習
３．曲げ加工　　　　　　　　　　７．まとめ
４．フレア接合
※なお、経済動向に応じて実習内容の一部を予告なしに変更することが
　あります。
※詳細はお問い合わせください。

（使用機器・ソフト等）
筆記用具、スケール、アセチレンガス溶接器具一式、配管工具一式、りん銅ろう

冷媒配管の加工・接合技術
10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
H031 1/9,10

対象者：
空気調和換気設備工事の施工作業に従
事する技能・技術者等であって、指導的・
中核的な役割を担う者又はその候補者

筆記用具、作業服、ガス溶
接技能講習修了証、冷媒
配管工具一式（持参可）持ち物

建築設備工事の現場力強化及び技能継承をめざして、技能高度化、故障対応・予防に向けた給排水設備にお
けるトラブル対策（解決）実習を通して、各種管の加工・接合技術を習得する。

（項目）
１．コース概要及び留意事項　　　　　５．加工・接合課題実習
２．問題点の整理　　　　　　　　　　６．トラブル対策（解決）実習
３．設備配管図の見方・とらえ方　　　７．成果発表
４．各種管接合法　　　　　　　　　　８．まとめ
※市販テキスト配布予定
※なお、経済動向に応じて実習内容の一部を予告なしに変更することが
　あります。
※詳細はお問い合わせください。

（使用機器・ソフト等）
筆記用具、ねじ切り機、配管工具一式、テストポンプ、三角スケール

トラブル事例から学ぶ各種管の加工・接合技術（異種管接合編）
10名定　員 16,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（３日間）
H041 10/7,8,9

対象者：
建築設備業の施工作業に従事する技能・
技術者等であって、指導的・中核的な
役割を担う者又はその候補者

筆記用具、作業服、
配管工具一式（持参可）持ち物

使用ソフト：Ｊw_cad

Jw_cad の基本機能と特徴、つまづきがちなレイヤ操作について学びます
Jw_cad を使用し基本機能を中心にコマンド操作を習得し、木造住宅に必要な図面の作成技法を習得します。
CAD をお仕事で使いたい方、CAD で図面を描きたい方向けのコースです。

（項目）
１．コマンド操作
２．各種設定
３．作図・編集
４．印刷設定及び印刷

（使用機器・ソフト等）
Jw_cad

実践建築設計2次元CAD技術〈Jw_cad編〉
10名定　員 8,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
J102 12/7,8

対象者：
パソコンの基本操作を習得している方

筆記用具持ち物

使用ソフト：AutoCAD 2022

AutoCAD の基本操作のほか、図面を作成するための各種設定、印刷操作につい
て学びます
AutoCAD を使用し基本機能を中心にコマンド操作を習得し、図面の作成技法を習得します。CAD をお仕
事で使いたい方、CAD で図面を描きたい方向けのコースです。

（項目）
１．コマンド操作
２．各種設定（テンプレート作成）
３．作図・編集
４．印刷設定及び印刷

（使用機器・ソフト等）
AutoCAD 2022

実践建築設計2次元CAD技術〈AutoCAD編〉
10名定　員 8,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
J202 11/23,24

対象者：
パソコンの基本操作を習得している方

筆記用具持ち物
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使用ソフト：Revit

BIM（Revit）の導入を考えている方
建築設計の生産性の向上をめざして、BIM を用いた建築設計に関する技術を習得します。モデリング演習を
通して各部材のデータ入力方法等を習得します。

（項目）
１．BIM の活用方法
２．建築設計実習
３．作成データの活用

（使用機器・ソフト等）
BIM ソフト Revit

BIMを用いた建築設計技術〈Revit編〉　   NEW　

10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
J302 2/1,2

対象者：
パソコンの基本操作を習得している方

筆記用具持ち物

使用ソフト：3Dマイホーム
　　　　　　デザイナーPRO9

平面図では伝わりにくい部屋のパース図が作れます
基本設計図作成の効率化をめざして、施主に対する提案を可視化する３次元のモデリング、外観・内観パー
スの作成方法について習得します。

（使用機器・ソフト等）
3D マイホームデザイナー PRO9

実践建築設計３次元CAD技術〈プレゼンテーション〉
10名定　員 8,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
J402 11/16,17

対象者：
パソコンの基本操作を習得している方

筆記用具持ち物

コンクリート型枠施工の技能向上を目指す方
RC 造躯体工事を担う型枠大工職の現場力強化及技能継承をめざして、基礎部型枠の実践的な加工及び組み
立ての知識及び技能について習得します。

（項目）
１．基礎部型枠課題の概要
２．現寸図
３．墨付
４．加工
５．組立

コンクリート型枠施工の実践技術
10名定　員 20,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（３日間）
J501 12/11,12,13

筆記用具、型枠大工用工具
（あればご持参ください）持ち物

使用ソフト：Archicad

BIM（Archicad）の導入を考えている方
建築設計の生産性の向上をめざして、BIM を用いた建築設計に関する技術を習得します。モデリング演習を
通して各部材のデータ入力方法等を習得します。

（項目）
１．BIM の活用方法
２．建築設計実習
３．作成データの活用

（使用機器・ソフト等）
BIM ソフト Archicad

BIMを用いた建築設計技術〈Archicad編〉 NEW　

10名定　員 12,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
J701 2/15,16

対象者：
パソコンの基本操作を習得している方

筆記用具持ち物
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工程管理 / 技術管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に向けて問
題の真の原因を究明し、真の対策を打ちます。同時に三現主義（現場・現物・現実）で現実を掴み読み取り
現場改善を実践する手法を習得します。

（項目）
１．コース概要　　　　　　　　　５．ポカミス防止
２．問題解決の進め方　　　　　　６．管理と計画書
３．なぜなぜ分析の手法　　　　　７．グループ演習
４．工程の原理・原則　　　　　　８．まとめ

なぜなぜ分析による真の要因追求と現場改善
15名定　員 16,500円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M062 2/5,6,7

※外部講師予定

筆記用具持ち物

工程管理 / 技術管理の生産性の向上を目指して、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に向けた製
造現場に発生する問題点の分析や改善のための手法及び生産効率を向上させるため現場改善（作業改善）の
技法を習得します。

（項目）
１．コース概要及び留意事項　　　６．問題解決手法２題
２．収束思考と発散思考　　　　　７．作業分析手法と改善効果測定
３．生産現場の作業改善　　　　　８．実践的課題演習
４．生産現場の環境改善　　　　　９．まとめ
５．生産現場の工程改善

生産現場における現場改善技法
14名定　員 17,500円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M082 2/12,13,14

※外部講師予定

筆記用具持ち物

生産計画 / 生産管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に向けた生
産管理上の課題演習を通して、生産計画、生産体制、安全管理等の生産管理手法を習得します。又、SCM、
MRP など少し進んだ生産管理体制も学びます。

（項目）
１．コース概要及び留意事項
２．生産の意味、管理の意味、そして生産管理　
３．生産を管理することが企業として最重要業務
４．製造業における生産管理手法
５．IT を使った生産管理システム
６．もっと使いこみたい「セル生産方式」
７．生産管理手法による課題演習
８．グローバル生産管理システム
９．まとめ

生産性向上を目指した生産管理手法
14名定　員 17,500円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（３日間）
M0A1 11/11,12,13

※外部講師予定

筆記用具持ち物

生産現場における品質管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に向 
けた科学的管理手法として統計手法を活用した品質管理の各種手法について習得します。

（項目）
１．コース概要及び留意事項
２．品質管理概要
３．品質管理と品質保証
４．付加価値から見た品質管理
５．QC ７つ道具の使い方要領
６．統計的手法を活用した製造・検査工程の品質管理
７．生産現場に応用するための実践的な応用課題
８．まとめ

生産現場に活かす品質管理技法
14名定　員 12,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M0C2 12/26,27

※外部講師予定

筆記用具、関数電卓持ち物
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品質管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に向けて因果が複雑に 
絡み合った現実問題に対して、統計解析による科学的な意思決定に役立つデータ解析手法を習得します。

（項目）
１．コース概要及び留意事項
２．統計解析とは
３．記述統計
４．ノンパラメトリック検定
５．回帰分析
６．分散分析
７．総合演習
８．まとめ

生産プロセス改善のための統計解析
14名定　員 12,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M0D1 11/28,29

※外部講師予定

筆記用具持ち物

工程管理 / 技術管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向上に向けたヒュー 
マンエラーの発生要因の分析及び防止の実践的な手法を体得し生産性の向上を図ると共に実践的な生産管理 
が行える能力を習得します。

（項目）
１．コース概要及び留意事項
２．ヒューマンエラーとは
３．ヒューマンエラー発生の問題発見
４．ヒューマンエラー防止策
５．ヒューマンエラー発生要因分析・対策実習
６．まとめ

製造現場におけるヒューマンエラー対策と実践的技法
15名定　員 12,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M0E2 10/24,25

※外部講師予定

筆記用具持ち物

生産管理における生産性の向上をめざして、５S の意味を理解し、これを、効率化、適正化、最適化（改善）、 
安全性向上への活用方法を学びます。そして、この５S が現場の問題把握・改善技法及び後輩育成に活用で 
きることを習得します。

（項目）
１．コース概要及び留意事項
２．現場改善の課題
３．現場改善のポイント
４．総合演習
５．まとめ

現場の安全確保（5S）と生産性向上
15名定　員 12,000円受講料 9:15～16:15実施時間

コース番号 日　程（２日間）
M0G2 10/3,4

※外部講師予定

筆記用具持ち物
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登 録 者 募 集 中 ！ ！
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、当機構が全国で実施する高齢者や障害者の
雇用支援、従業員の人材育成（職業能力開発）などの情報を毎月月末に、みなさまに配信しています。

主　な　特　徴
◇毎号特集を組んで業務内容を紹介
◆当機構の制度やサービス内容がよくわかる
◇マイエリア情報で地元情報をチェック！
◆セミナーやイベント情報が満載

雇用管理や人材育成の「いま」・「これから」を考える
　　　　　　人事労務担当者や就労支援担当者のみなさま 必読 ！
管 人材育育成成 「「 」「「管理やや人人材材育育成成の「「いまま」」「「これか

＊シンプルなテキスト版もあります。

障害特性に応じた
配慮をどう行えばよいのか

ものづくり技能伝承や
人材育成…

超高齢社会の
人材確保…

障 害 高 齢

求 職

メルマガメルマガメルマガメルマガ 登録で、

みなさまの
「どうする？」に応える
ヒントが、見つかります！

無料配信中

または でJ E E D メルマガ 検索 当機構ホームページもあわせてチェック
https://www.jeed.go.jp

メールマガジン

人材育成 「 ま」「 れか 」 考える
なさま人事労務担当者や就労支援担当者 なさま人事労務担当者や就労支援担当者のみ人事労務担当者や就労支援担当者のみなさま
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バスをご利用する場合はご乗車前に「港湾短大前」バス停を停車するのかどうかのご確認をお願いします。
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製造業等の中小企業において LAN を活用し、作業の効率化・生産性の向上をめざして、LAN に関する知識
と LAN 構築に関する技術を習得します。

（項目）
１．ネットワーク概要（ネットワークの概要とプロトコル、ネットワークの種類と構成他）
２．プロトコルの概要と設定（Ethernet プロトコル、TCP/IP プロトコル他）
３．ネットワーク機器の役割（ハブ、ルータ、スイッチ）
４．サーバ OS の初期設定
５．LAN 構築実習（情報の一元管理、共有、転送）

（使用機器・ソフト等）
パソコン、VirtualBox、Windows Server

製造現場におけるLAN活用技術（サーバ編）
10名定　員 7,500円受講料 9:30～16:30実施時間

コース番号 日　程（２日間）
C311 12/19,20
C312 3/17,18

対象者：
パソコンの基本操作と基礎知識を習得
している方

筆記用具持ち物

有接点シーケンス制御の制御機器の種類と機能を理解し、電動機制御回路の配線作業を通して、制御盤組立
の実務能力を習得します。

（項目）
１．シーケンス制御の概要
２．制御機器の種類と機能（電磁接触器、電磁継電器、サーマルリレー、スイッチ、その他制御機器）
３．主回路と制御回路（回路図の読み方、機器の配置と接続方法）
４．配線作業（自己保持回路、インターロック回路、限時運転回路、可逆運転回路）

（使用機器・ソフト等）
配線用遮断器、電磁接触器、電磁継電器、サーマルリレー、スイッチ、ランプ、電動機、テスタ、
工具一式

有接点シーケンス制御の実践技術
10名定　員 13,000円受講料 9:30～16:30実施時間

コース番号 日　程（２日間）
C322 2/19,20

対象者：
シーケンス制御設計に従事する技能・
技術者等であって、指導的・中核的な
役割を担う者又はその候補者

筆記用具持ち物
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大量のデータを保存し、必要に応じて抽出・検索を容易に行うことができるデータベースソフトを活用し、
データを一元管理し、有効活用するためのデータベース構築技術を実習を通して習得します。

（項目）
１．コース概要
２．データベース概要および設計
３．テーブルとリレーションシップの作成
４．フォームの作成とデータ入力
５．クエリ利用によるデータの加工
６．レポートの作成と印刷

（使用機器・ソフト等）
パソコン、データベースシステム（Access）、プロジェクター

製造業におけるデータベース活用技術　  NEW　

10名定　員 10,500円受講料 9:30～16:30実施時間

コース番号 日　程（３日間）
C122 12/4,5,6

対象者：
生産現場における生産管理等の業務に
従事する技能・技術者等であって、指
導的・中核的な役割を担う者又はその
候補者

筆記用具持ち物

海貨業や国際物流業、輸出入を行う製造業において、貿易業務に携わって年数の浅い方を対象に、貿易の流
れや貿易取引固有の業務について、基盤となる知識を習得します。

（項目）
１. 貿易実務概要
２. 売買契約と代金決済
３. 貨物海上保険、貿易保険
４. インコタームズ
５. 貿易書類
６. まとめ

（使用機器・ソフト等）
パソコン、プロジェクター

実践貿易実務
20名定　員 5,000円受講料 9:30～16:30実施時間

コース番号 日　程（２日間）
C152 3/13,14

筆記用具持ち物

海貨業や国際物流業、輸出入を行う製造業において、貿易業務に携わって年数の浅い方を対象に、貿易の流
れや貿易取引固有の業務について、基盤となる知識を習得します。

（項目）
１. 貿易実務概要
２. 貿易取引の設計
３. 貿易書類演習
４. まとめ

（使用機器・ソフト等）
パソコン、プロジェクター

実践貿易実務（書類作成編）
15名定　員 5,000円受講料 9:30～16:30実施時間

コース番号 日　程（２日間）
C161 11/12,13

対象者：
「実践貿易実務」コースを受講された方、
もしくは同等の知識のある方

筆記用具持ち物

原価管理／在庫管理の生産性の向上をめざして、物流作業の効率化、適正化、最適化（改善）に向けた物流
ABC による物流活動コストの把握及び無駄削減の理解を通して、物流データの分析手法及びコスト管理手法
を習得します。

（項目）
１. 物流 ABC 概要
２. 物流 ABC の目的
３. 物流 ABC の原理
４. コスト管理
５. 事例研究
６. まとめ

（使用機器・ソフト等）
パソコン、プロジェクター

物流ABC（活動基準原価計算）による倉庫管理
15名定　員 5,000円受講料 9:30～16:30実施時間

コース番号 日　程（２日間）
C171 1/21,22

筆記用具持ち物
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港湾地域についてドローンを飛ばすことを前提に、飛行に関する法律・ルールの知識や、許可申請の方法な
どを習得します。また、ドローンの機体を用いて実際に操縦を行います。最後にドローンを用いた港湾現場
での活用などを紹介します。

（項目）
１．ドローンの基礎知識　　　　　　　　　　　　　 ６．ドローン技術を用いた安全衛生管理
２．ドローンの活用コスト　　　　　　　　　　　　 ７．まとめ・質疑応答
３．ドローンに関する法律・ルール（法改正を含む）　※ドローンの飛行実習については、屋内で行います。
４．ドローンの許可申請　　　　　　　　　　　　　　 （1）操縦時の注意点　（2）整備・点検　（3）操縦
５．ドローンの飛行実習　　　　　　　　　　　　　  （使用機器・ソフト等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ドローン

港湾運送業におけるドローンを活用した安全衛生管理
10名定　員 12,000円受講料 9:30～16:30実施時間

コース番号 日　程（２日間）
C222 3/17,18

対象者：
港湾現場においてドローン活用を考え
ている方

筆記用具持ち物

生産現場における指導技法の現場力強化及び技能継承をめざして、技能高度化に向けた現場改善における多
種多様な技術及び後輩育成のための指導技法を習得します。

（項目）
１. 技能伝承
２. 部下・後輩育成の進め方
３. 育成担当者の行動
４. 総合演習

（使用機器・ソフト等）
パソコン、プロジェクター、模造紙、マーカー

技能伝承のための部下・後輩指導育成　　 NEW　

20名定　員 10,000円受講料 9:30～16:30実施時間

コース番号 日　程（２日間）
C141 2/20,21

対象者：
品質管理や生産管理の業務に従事する
技能・技術者等であって、指導的・中
核的な役割を担う者又はその候補者

筆記用具持ち物

港湾荷役における安全衛生の現場強化力をめざして、技能高度化に向けた作業特性やヒューマンエラーの発
生のメカニズムを理解し、リスクアセスメント現場演習及び危険予知・体験実習を通して、エラー低減に必
要な防止策を策定する能力を習得します。

（項目）
１. 労働安全衛生の意義
２. 労働安全衛生法と他の法律
３. 労働災害の発生状況
４. 港湾における労働災害事例から学ぶ
５. ヒューマンエラーを理解する
６. 労働災害要因分析（グループワーク）
７. リスクアセスメント（グループワーク）

港湾荷役技能者・技術者のための安全衛生
10名定　員 7,500円受講料 9:30～16:30実施時間

コース番号 日　程（２日間）
C211 10/10,11

対象者：
港湾荷役作業に従事する技能・技能者
であって、指導的・中核的な役割を担
う者又はその候補者

筆記用具持ち物
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※予算に限りがありますので、ご希望に添えない場合があります。
※相談内容によっては、少人数からでも受講できるオープンコースのご利用を提案する場合があります。

131 23.11
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■受講対象者
　事業主の指示を受けた在職者

　2,200円～6,600円

■受講料（1人あたり・税込）

■会場
　自社会議室等を会場とすることが
　可能です（講師を派遣します）

　概ね１～5日（4～30時間）

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進するためには、年代・職種を問わず、
働き手一人ひとりがＤＸに参画し、デジタル技術を活用したプロセスの改善や、
デジタルを活用しやすい組織づくりに取り組むことが重要となります。

令和4年度から生産性向上支援訓練カリキュラムモデルのうち「DX対応コース」を選定・拡充し、
中小企業・事業主団体等の“DX人材の育成”を支援しています。

■訓練日数

「DX対応コース」で
課題を解決！
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243,642 82,355 98.3

オープンコース
令和６年令和７年
10月～２月
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● 講師の都合、悪天候等のやむを得ない事情により、コースを中止または日程変更する場合があり、その際には事前に
　ご連絡をいたします。
● 応募者が少ない場合（６人未満）はコースを中止させていただく場合があります。中止の際はこちらから電話または
　FAX等にてご連絡をいたします。
　※センターの都合により中止した場合には、受講料を返金いたします。

本誌P.77の「生産性向上支援訓練受講申込書」に必要事項をご明記の上、ポリテクセンター兵庫
（以下「センター」と言います。）へ FAXまたはE-mailによりお申し込みください。受講したい
コースの空き状況についてはセンターへお問合せください。
受付につきましては、原則、電話での受付回答とさせていただきます。

コース開始日の１４日前を目途に特定記録郵便にて送付いたしますのでお受け取りください（お手元に届かない
場合は、お手数ですがセンターまでご連絡ください）。
※受講案内には、請求書、受講会場案内図等が同封されています。

※現金でのお支払いは受付けておりません。
※振込手数料はお振込み人の負担とさせていただきます。
※社内規定等により振込期限までに振込ができない場合は、あらかじめセンターまでご連絡ください。

受講者の変更は同一の企業・団体内でのお申込みであれば、可能です。変更したい場合は、センターに連絡の上、指示に従って
手続きを行ってください。

キャンセルをされる場合は必ず開始日の７日前（土日祝日を含む）までにセンターに連絡の上、速やかに「受講取消届」をFAXま
たはE-mailにてお送りください。７日を過ぎたキャンセルにつきましては、受講料を返金せず、後日コースで使用したテキストを
送付いたします。　※７日前までにご連絡がない場合は、受講料をご負担いただくこととなります。

● 筆記用具をご持参ください。
● 受講会場案内図または各会場玄関ホールの案内板等をご確認の上、直接教室へお越しください。
● 教室はコース開始時間の30分前から開いております。

全てのコースについて、受講者及びその事業主の方に対し、コース内容に関する満足度等についてのアンケート調査の回答をお願いし
ておりますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。

ポリテクセンター兵庫　生産性センター業務課
TEL：06-6431-8205
FAX：06-6431-7285
E-mail：hyogo-seisan@jeed.go.jp
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学習管理システム（LMS）
を活用した動画視聴による
eラーニング形式

P79

を実施しています。を実施しています。
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スマート機器
開発科

ポ リ テ ク セ ン タ ー の
ポリテクセンターが実施する実技重視のカリキュラムは採用企業から高く評価されております。
御社でも人材採用のご予定がございましたら、是非訓練生のご採用をご検討下さい。

溶接技術科

工場自動化技術科
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スマート機器
開発科

ポ リ テ ク セ ン タ ー の
ポリテクセンターが実施する実技重視のカリキュラムは採用企業から高く評価されております。
御社でも人材採用のご予定がございましたら、是非訓練生のご採用をご検討下さい。

溶接技術科

工場自動化技術科

応募～採用の流れ

人 材 紹 介 サ ー ビ ス
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後
期
版
機械設計・加工
溶接・検査
電気電子・回路設計
建築設計・施工
生産管理・物流管理
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機械設計・加工
溶接・検査
電気電子・回路設計
建築設計・施工
生産管理・物流管理

2024.10
2025.3

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構

ポリテクセンター兵庫
ポリテクセンター加古川

港湾短大神戸校

実
践
力
で
あ
な
た
と
企
業
の

人
材
育
成
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。兵

庫
県
内
３
施
設
合
同
後
期
版

兵 庫 県 内 ３ 施 設 合 同

Polytech Center
Hyogo

KOBE Harbor
Polytechnic College

Polytech Center
Kakogawa

注）バスをご利用される場合はご乗車前に「港湾短大前」バス停に停車するかどうかのご確認をお願いします。

はたらくあなたを
全力応援!!

3.7mm




